
 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  中 １   社 会   ３  

教科書  補助教材  

帝 国 書 院  

『 中 学 生 の 地 理  世 界 の 姿 と 日 本 の 国

土 』  

育 伸 社 『 地 理 Ⅰ ｉ ワ ー ク 』  

新 学 社 『 学 習 の 達 成 』 （ バ ラ テ ス ト ）  

東 京 書 籍  

『 新 し い 社 会  歴 史 』  
文 理 『 中 学  W inpa ss  社 会  歴 史 』  

 

年間指導目標  

地 理 分 野 で は 、 世 界 の 自 然 環 境 お よ び 生 活 ・ 文 化 、 産 業 の 地 域 的 特 色 に つ い て 理 解 さ せ る と と も に 、 そ の 調 査 の た め

の 基 礎 的 な 技 能 を 身 に つ け さ せ る 。  

歴 史 分 野 で は 、 歴 史 を 単 な る 昔 物 語 に 終 わ ら せ な い よ う に す る 。 そ の た め 、 つ ね に 現 代 社 会 に 生 き る 私 た ち の 視 点 を

意 識 す る よ う 努 め る 。  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 １ 章  

世 界 の 姿  

第 ２ 章  

世 界 各 地 の 人 々 の 生 活 と 環 境  

第 ３ 章  

１ 節 ア ジ ア  

い ろ い ろ な 国 の 国 名 と 位 置  

地 球 儀 と 世 界 地 図 の 違 い  

世 界 の 様 々 な 地 域 の 生 活 と 環 境  

ア ジ ア 州 の 自 然 環 境 ・ 文 化 ・ 産

業 等 に つ い て  

・ 世 界 の 大 陸 ・ 大 洋 ・ 州 お よ び

日  

本 を は じ め と す る 国 々 の 位 置  

や 簡 単 な 特 色 を 把 握 さ せ る 。  

・ 地 図 帳 の 利 用 方 法 を 身 に つ け

さ  

せ る 。  

・ 緯 度 ・ 経 度 を 使 い 、 目 標 を 探

す  

こ と が で き る よ う に し 、 ま た 時  

差 の 計 算 が で き る よ う に す る 。  

・ 地 球 儀 と 世 界 地 図 の 長 短 を 理

解  

さ せ る 。  

・ ア ジ ア の 地 域 的 特 色 を 、 自 然

、  

生 活 ・ 文 化 、 人 口 、 産 業 な ど の  

側 面 を 通 し て 理 解 さ せ る  

・ ア ジ ア 諸 国 と 日 本 の つ な が り

を  

理 解 さ せ る 。  

 
 

後半  
 
 

第 1章  歴 史 へ の と び ら  

１ 節  歴 史 を と ら え る 見 方 ・

考 え 方  

２ 節  身 近 な 地 域 の 歴 史  

第 2章  古 代 ま で の 日 本  

１ 節  世 界 の 古 代 文 明 と 宗 教

の お こ り  

２ 節  日 本 列 島 の 誕 生 と 大 陸

と の 交 流  

３ 節  古 代 国 家 の 歩 み と 東 ア

ジ ア 世 界  

歴 史 の と び ら  

人 類 の 出 現 と 進 化  

古 代 文 明 の お こ り と 発 展  

中 国 文 明 の 発 展  

ギ リ シ ャ ・ ロ ー マ 文 明  

宗 教 の お こ り と 三 大 宗 教  

旧 石 器 時 代 と 縄 文 時 代 の 暮 ら し  

弥 生 時 代 の 暮 ら し と 邪 馬 台 国  

大 王 の 時 代  

聖 徳 太 子 の 政 治 改 革  

東 ア ジ ア の 緊 張 と 律 令 国 家 へ の

歩 み  

律 令 国 家 の 成 立 と 平 城 京  

奈 良 時 代 の 人 々 の 暮 ら し  

天 平 文 化  

・ 文 明 が お こ っ た 地 域 の 共 通 点

を 理 解 さ せ る 。 そ の 際 、 小 学 校

で 学 ぶ こ と の な か っ た 「 世 界 」

に も 関 心 を 広 げ さ せ 、 と く に 日

本 の 歴 史 に は 東 ア ジ ア の 影 響 が

大 き い こ と に 注 目 さ せ る  

・ 日 本 の 国 土 統 一 、 律 令 体 制 の

成 立 と そ の 後 の 展 展 の よ う す を

朝 鮮 半 島 、 中 国 の 動 き と 関 連 さ

せ て  

理 解 さ せ る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
前半  

２ 節 ヨ ー ロ ッ パ  

３ 節 ア フ リ カ  

６ 節 オ セ ア ニ ア  

ヨ ー ロ ッ パ 州 、 ア フ リ カ 州 、 オ

セ ア ニ ア 州 の 自 然 環 境 ・ 文 化 産

業 等 に つ い て  

・ ヨ ー ロ ッ パ の 地 域 的 特 色 を 、

自  

然 、 生 活 ・ 文 化 、 産 業 な ど を 通  

し て 理 解 さ せ る 。  

・ ヨ ー ロ ッ パ の 統 合 が 生 活 に 与

え  

た 影 響 を 理 解 さ せ る 。  

・ ア フ リ カ の 地 域 的 特 色 を 、 自

然  

、 生 活 ・ 文 化 、 産 業 な ど を 通 し  

て 理 解 さ せ る 。 そ の 際 、 植 民 地  

支 配 が 与 え た 影 響 に つ い て 注  

目 さ せ る 。  

・ オ セ ア ニ ア の 地 域 的 特 色 を 、

自  

然 と 産 業 の 関 わ り を 通 し て 理  

解 さ せ る 。  

・ オ セ ア ニ ア の 社 会 の 現 状 に つ

い  

て 理 解 さ せ る  

 
 

３ 節  古 代 国 家 の 歩 み と 東 ア

ジ ア 世 界 （ 続 き ）  

平 安 京 と 律 令 国 家 の 変 化  

摂 関 政 治 の 時 代  

・ 武 士 の 登 場 か ら 鎌 倉 幕 府 の 成

立 と そ の 崩 壊 ま で の 過 程 を 、 武



後半  
 
 

 

第 ３ 章  中 世 の 日 本  

 

１ 節  武 士 の 政 権 の 成 立  

 

２ 節  ユ ー ラ シ ア の 動 き と 武

士 の 政 治 の 展 開  

国 風 文 化  

武 士 の 成 長  

院 政 か ら 武 士 の 政 権 へ  

鎌 倉 幕 府 の 成 立 と 執 権 政 治  

武 士 と 民 衆 の 生 活  

鎌 倉 時 代 の 文 化 と 宗 教  

モ ン ゴ ル 帝 国 と ユ ー ラ シ ア 世 界

モ ン ゴ ル の 襲 来  

南 北 朝 の 動 乱 と 室 町 幕 府  

東 ア ジ ア と の 交 流  

産 業 の 発 達 と 民 衆 の 生 活  

応 仁 の 乱 と 戦 国 時 代  

室 町 文 化 と そ の 広 が り  

士 社 会 固 有 の 特 徴 と か ら め て 理

解 さ  

せ る 。  

・ 鎌 倉 文 化 の 特 色 と 鎌 倉 新 仏 教

の 誕 生 に つ い て 、 貴 族 文 化 と の

相 違 に 注 目 さ せ な が ら 理 解 さ  

せ る 。  

 
 

３学期  
 

 
 
 

 

４ 節 北 ア メ リ カ  

５ 節 南 ア メ リ カ  

第 １ 章 日 本 の 姿  

第 ２ 章 世 界 と 比 べ た 日 本 の 地 域

的 特 色  

南 北 ア メ リ カ 州 の 自 然 環 境 ・ 文

化 産 業 等 に つ い て  

世 界 の 中 で の 日 本 の 位 置 ・ 時 差  

日 本 の 領 土 問 題 ・ 行 政 区 分  

 

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験 を 中 心 に ， 課 題 レ ポ ー ト の 内 容 ・ 授 業 態 度 な ど を く わ え 総 合 的 に 評 価 し ま す 。  

 
 

学習方法  
 
 

中 学 社 会 を 学 ぶ ス タ ー ト と な る 学 年 で す 。 基 本 的 な 学 習 習 慣 を 身 に つ け る こ と が 大 切 で す 。 あ ら か じ

め 学 習 す る 箇 所 を 教 科 書 で 予 習 し て く だ さ い 。 て い ね い に 読 ん で ， わ か ら な い と こ ろ に 印 を つ け ま す

。 そ の う え で 授 業 を 受 け て く だ さ い 。 か な ら ず ノ ー ト を 用 意 し ， 板 書 を 中 心 に 大 事 と 思 わ れ る こ と が

ら を 書 い て ， あ と で 復 習 し ま す 。  

 
注意事項  

 

授 業 の 受 け 方 ， 定 期 試 験 と い う テ ス ト の あ り 方 な ど ， わ か ら な い 人 も 多 い か と 思 い ま す 。 担 当 者 が そ

の つ ど 説 明 し ま す 。  

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

補 助 教 材 『 ｉ ワ ー ク 』 、 『 中 学  Ｗ ｉ ｎ  Ｐ ａ ｓ ｓ  社 会  歴 史 』 や i Padで C la ss i等 を 使 っ て ， 自 宅

学 習 を し ま す 。 学 習 す る 箇 所 は ， そ の と き 担 当 者 か ら 連 絡 し ま す 。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  中 2  社 会   ３  

教科書  補助教材  
帝 国 書 院  

『 中 学 生 の 地 理  世 界 の 姿 と 日 本 の 国

土 』  

育 伸 社 『 地 理 Ⅱ ｉ ワ ー ク 』  

新 学 社 『 学 習 の 達 成 』 （ バ ラ テ ス ト ）  

東 京 書 籍 『 新 し い 社 会  歴 史 』  
文 理 『 中 学  W inP as s  社 会  歴 史 』  

新 学 社 『 学 習 の 達 成 』 （ バ ラ テ ス ト ）  

 

年間指導目標  

 

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 ４ 章  近 世 の 日 本  

 

第 １ 節  ヨ ー ロ ッ パ 人 と の 出

会 い と 全 国 統 一  

 

第 ２ 節  江 戸 幕 府 の 成 立 と 対

外 政 策  

 

第 ３ 節  産 業 の 発 達 と 幕 府 政

治 の 動 き  

 

ヨ ー ロ ッ パ 人 と の 出 会 い  

織 田 信 長 ・ 豊 臣 秀 吉 に よ る 統 一 事

業  

兵 農 分 離 と 秀 吉 の 対 外 政 策  

桃 山 文 化  

江 戸 幕 府 の 成 立 と 支 配 の 仕 組 み  

さ ま ざ ま な 身 分 と 暮 ら し  

貿 易 振 興 か ら 鎖 国 へ  

鎖 国 下 の 対 外 関 係  

琉 球 王 国 や ア イ ヌ 民 族 と の 関 係  

農 業 や 諸 産 業 の 発 展  

都 市 の 繁 栄 と 交 通 路 の 整 備  

第 ４ 章 第 １ 節  

１ 中 世 ヨ ー ロ ッ パ と イ ス ラ ム 世

界 ～ ３ ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の 拡 大 は

除 く 。  

 
 

後半  
 
 

第 ３ 節  産 業 の 発 達 と 幕 府 政

治 の 動 き  

 

第 ５ 章  開 国 と 近 代 日 本 の 歩 み  

 

第 ２ 節  欧 米 の 進 出 と 日 本 の

開 国  

 

第 ３ 節  明 治 維 新  

 

幕 府 政 治 の 安 定 と 元 禄 文 化  

亨 保 の 改 革 と 社 会 の 変 化  

田 沼 意 次 の 政 治 と 寛 政 の 改 革  

新 し い 学 問 と 化 政 文 化  

外 国 船 の 出 現 と 天 保 の 改 革  

欧 米 の ア ジ ア 侵 略  

開 国 と 不 平 等 条 約  

開 国 後 の 政 治 と 経 済  

江 戸 幕 府 滅 亡  

新 政 府 の 成 立  

明 治 維 新 の 三 大 改 革  

富 国 強 兵 と 文 明 開 化  

第 ５ 章 第 １ 節  

欧 米 に お け る 近 代 化 の 進 展 は 除

く  

 
 
 
 
 

２学期  
 

 

 
前半  

 

第 ３ 章 日 本 の 諸 地 域  

１ 節  九 州  

２ 節  中 国 四 国  

３ 節  近 畿  

九 州 地 方 、 中 国 四 国 地 方 、 近 畿 地

方 の 自 然 環 境 ・ 文 化 ・ 産 業 等  

 

 

 

 
 

後半  
 

４ 節  中 部  

５ 節  関 東  

６ 節  東 北 地 方  

７ 節  北 海 道  

中 部 地 方 、 関 東 地 方 、 東 北 地 方 、

北 海 道 の 自 然 環 境 ・ 文 化 ・ 産 業 等  

 

 

 
 

３学期  
 

 
 
 
 

第 ５ 章  開 国 と 近 代 日 本 の 歩 み  

 

第 ３ 節  明 治 維 新  

 

第 ４ 節  日 清 ・ 日 露 戦 争 と 近 代

産 業  

 

近 代 的 な 国 際 関 係  

国 教 と 領 土 の 確 定  

領 土 を め ぐ る 問 題 の 背 景  領 有

の 歴 史 的 な 経 緯  

自 由 民 権 運 動 の 高 ま り  

立 憲 制 国 家 の 成 立  

欧 米 列 強 の 侵 略 と 要 約 改 正  

日 清 戦 争  

日 露 戦 争  

韓 国 と 中 国  

産 業 革 命 の 進 展  

近 代 文 化 の 形 成  

 

 

 
評価方法  

 

定 期 試 験 を 中 心 に 課 題 レ ポ ー ト の 内 容 ・ 授 業 態 度 な ど を 鑑 み 、 総 合 的 に 評 価 す る 。  

 
学習方法  

 

授 業 用 プ リ ン ト を 活 用 し 、 内 容 を 補 足 し な が ら 進 め て い く 。  

補 助 教 材 を 活 用 し 、 定 期 テ ス ト 等 で の 得 点 力 を 養 成 す る 。  

 
注意事項  

 

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

補 助 教 材 『 ｉ ワ ー ク 』、『 中 学  Ｗ ｉ ｎ  Ｐ ａ ｓ ｓ  社 会  歴 史 』 の 利 用 や 、 C la ss iな ど の ツ ー ル も 活

用 し ， 学 習 に 遅 れ の 出 な い よ う に す る 。 具 体 的 な 方 法 に つ い て は 、 そ の 都 度 担 当 教 諭 か ら 伝 達 。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 5年 度  中 3  社 会   ４  

教科書  補助教材  

東 京 書 籍 『 新 編  新 し い 社 会  歴 史 』  文 理 『 中 学  W inP as s  社 会  歴 史 』  

東 京 書 籍 『 新 編  新 し い 社 会  公 民 』  教 育 開 発 出 版 『 Keyワ ー ク  公 民 ３ 年 』  

 

年間指導目標  

私 た ち が 生 き る 現 代 社 会 を 概 観 し 、 学 ぶ こ と で 公 民 分 野 へ の 関 心 を 高 め 、 地 理 的 分 野 、 歴 史 的 分 野 と の 関 連 を 図 る と

と も に 、 現 代 社 会 を 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 察 す る 。  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 ５ 章  二 つ の 世 界 大 戦 と 日 本  

第 １ 節  第 一 次 世 界 大 戦 と 日

本  

 

第 ２ 節  政 党 政 治 の 発 展 と 大

衆 文 化  

第 ３ 節  フ ァ シ ズ ム の 動 き と

日 中 戦 争  

 

 

 

第 ４ 節  第 二 次 世 界 大 戦 と 戦

時 下 の 人 び と  

 

第 一 次 世 界 大 戦 と 日 本  

ロ シ ア 革 命 ／ 大 戦 後 の 世 界  

民 族 運 動 の 高 ま り  

大 正 デ モ ク ラ シ ー と 政 党 政 治 の

発 展  

社 会 主 義 運 動 と そ の 取 り 締 ま り  

植 民 地 の 動 向 と 国 外 の 日 本 人  

都 市 化 と 文 化 の 大 衆 化  

民 主 主 義 と 国 際 協 調 の ゆ ら ぎ  

恐 慌 の 影 響 と 政 党 政 治 の ゆ き づ

ま り  

満 州 事 変 と 軍 部 の 政 治 介 入  

日 中 戦 争 と 戦 時 体 制  

第 二 次 世 界 大 戦 の は じ ま り  ア

ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 戦 争  占 領

地 と 植 民 地 の う ご き  

戦 時 下 の 民 衆 生 活  

第 二 次 世 界 大 戦 の 終 結  

 

 
 

後半  
 
 

第 １ 章  地 球 社 会 と 私 た ち  

１ 節  国 際 社 会 の 仕 組 み  

２ 節  様 々 な 国 際 問 題  

３ 節  こ れ か ら の 地 球 社 会 と 日 本  

第 １ 章  現 代 社 会 と 私 た ち の 生 活  

国 際 社 会 に お け る 国 家 と 国 際 連

合 の 機 能  

地 域 主 義 の 動 き と 新 興 国 の 台 頭  

地 球 環 境 ・ 資 源 ・ 貧 困 ・ 戦 争 の

問 題  

第 １ 章 は 、 大 く く り で 取 り 扱 う  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 
 

前半  
 
 

第 ２ 章  個 人 の 尊 厳 と 日 本 国 憲 法  

１ 節  人 権 と 日 本 国 憲 法  

２ 節  人 権 と 共 生 社 会  

３ 節  こ れ か ら の 人 権 保 障  

第 ３ 章  現 代 の 民 主 政 治 と 社 会  

１ 節  現 代 の 民 主 政 治  

立 憲 主 義 ・ 国 民 主 権 ・ 平 和 主 義  

基 本 的 人 権 の 保 障 と 国 民 の 義 務  

新 し い 人 権  

民 主 主 義 と 政 治 （ 選 挙 ・ 政 党 ）  

 

 

 

 
 

後半  
 

２ 節  国 の 政 治 の 仕 組 み  

３ 節  地 方 自 治 と 私 た ち  

第 ４ 章  私 た ち の 暮 ら し と 経 済  

１ 節  消 費 生 活 と 経 済  

国 会 ・ 行 政 ・ 司 法 の 仕 組 み と 機

能  

地 方 自 治 の 仕 組 み と 機 能  

契 約 と 消 費 生 活  

資 本 主 義 経 済 と 企 業  

 

 
３学期  

 

 
 
 

２ 節  生 産 と 労 働  

３ 節  価 格 の 動 き と 金 融  

４ 節  政 府 の 役 割 と 国 民 の 福 祉  

５ 節  こ れ か ら の 経 済 と 社 会  

労 働 者 の 権 利  

市 場 経 済 の 仕 組 み と 金 融 の 機 能  

財 政 の 仕 組 み と 機 能  

社 会 保 障 制 度  

グ ロ ー バ ル 化 す る 日 本 経 済  

 

 

 
 

評価方法  
 
 

定期試験を中心に，課題レポートの内容・授業態度などをくわえ総合的に評価します。  

 
 

学習方法  
 
 

中学社会を学ぶスタートとなる学年です。基本的な学習習慣を身につけることが大切です。あらかじめ
学習する箇所を教科書で予習してください。ていねいに読んで，わからないところに印をつけます。そ
のうえで授業を受けてください。かならずノートを用意し，板書を中心に大事と思われることがらを書
いて，あとで復習します。  

 
 

注意事項  
 
 

授業の受け方，定期試験というテストのあり方など，わからない人も多いかと思います。担当者がその
つど説明します。  

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

補助教材をつかって，自宅学習をします。学習する箇所は，Classi等を通じて連絡します。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  １   地 歴  歴 史 総 合  ２  

教科書  補助教材  

歴 史 総 合  実 教 出 版  歴 史 総 合 演 習 ノ ー ト  実 教 出 版  

 

年間指導目標  

1 8世 紀 か ら 現 在 ま で の 近 現 代 史 を 通 し て 、 「 世 界 と そ の な か の 日 本 」 を 学 ぶ 。  

 

 

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 １ 編  近 代 化 と 私 た ち  

第 1章  近 代 化 へ の 胎 動  

第 ２ 章  欧 米 の 市 民 革 命 と 「 西

洋 の 衝 撃 」  

 

１ ． 江 戸 時 代 の 日 本 と 東 ア ジ ア

秩 序 の 変 動   

２ ． 江 戸 時 代 の 生 産 ・ 流 通 と 諸

改 革  

近 世 の 琉 球 と 蝦 夷 地  

３ ． 幕 政 の 改 革 と 東 ア ジ ア 世 界  

４ ． イ ギ リ ス 産 業 革 命 と ア メ リ

カ 独 立 戦 争  

５ ． フ ラ ン ス 革 命 と ウ ィ ー ン 体

制  

６ ． ア メ リ カ 合 衆 国 の 発 展 と ラ

テ ン ア メ リ カ の 独 立  

７ ． オ ス マ ン 帝 国 の 衰 退 と ロ シ

ア  

８ ． ア ヘ ン 戦 争 の 衝 撃 と 日 本 の

開 国  

９ ． 江 戸 幕 府 の 滅 亡  

・ 17 世紀を含めた 18 世紀とその前後

の日本やアジアにおける生産と流通，

江戸幕府の４つの口や周辺地域との貿

易などを基に， 18 世紀の日本からみ

た東アジアの政治・経済と社会を理解

する。  
・ 18 世紀とその前後のヨーロッパや

アメリカ大陸，オスマン帝国における

生産と流通，アヘン戦争やペリー来航

をはじめアジアと欧米諸国の関係など

を基に， 18 世紀とその前後の世界の

政治と社会を理解する。  

 
 

後半  
 
 

第 ３ 章  欧 米 諸 国 と 日 本 の 国 民

国 家 形 成  

第 ４ 章  帝 国 主 義 の 時 代  

１ ０ ． イ ギ リ ス ・ フ ラ ン ス の 繁

栄 と イ タ リ ア ・ ド イ ツ 統 一  

１ １ ． 明 治 政 府 の 諸 改 革  

１ ２ ． 日 本 の ア ジ ア 外 交 と 国 境

問 題  

１ ３ ． 自 由 民 権 運 動 と 大 日 本 帝

国 憲 法  

１ ４ ． 帝 国 主 義 の 時 代 へ  

１ ５ ． 朝 鮮 を め ぐ る 国 際 関 係 と

日 清 戦 争  

１ ６ ． 日 清 戦 争 後 の 東 ア ジ ア  

１ ７ ． 日 露 戦 争 と 東 ア ジ ア の 変

動  

１ ８ ． 日 本 の 産 業 革 命  

・ 1 9世 紀 後 半 の ヨ ー ロ ッ パ の 動

き と 日 本 の 明 治 政 府 の 政 策 ， 日

本 と 欧 米 諸 国 の 外 交 関 係 な ど を

基 に ， 19世 紀 後 半 の ヨ ー ロ ッ パ

と 日 本 と の 経 済 と 社 会 を 理 解 す

る 。  

・ 1 9世 紀 か ら 20世 紀 初 頭 に か け

て の 欧 米 諸 国 の 帝 国 主 義 の 動 き

， 日 本 と 東 ア ジ ア の 関 係 ， ア ジ

ア 各 地 域 間 や ア ジ ア 諸 国 と 欧 米

諸 国 の 進 出 な ど を 基 に ， 19世 紀

か ら 20世 紀 初 頭 に か け て の ア ジ

ア の 政 治 と 社 会 を 理 解 す る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 ２ 編  国 際 秩 序 の 変 化 や 大 衆

化 と 私 た ち  

第 ５ 章  第 一 次 世 界 大 戦 と 大 衆

社 会  

 

 

１ ９ ． 第 一 次 世 界 大 戦  

２ ０ ． ロ シ ア 革 命 と ソ 連 の 成 立  

２ １ ． 米 騒 動 と 大 正 デ モ ク ラ シ

ー  

２ ２ ． ヴ ェ ル サ イ ユ 体 制 と ワ シ

ン ト ン 体 制  

２ ３ ． ア ジ ア の 民 族 運 動  

民 族 資 本 の 形 成 と 影 響     -

イ ン ド の 事 例 か ら 考 え よ う -  

２ ４ ． 第 一 次 世 界 大 戦 後 の 欧 米

諸 国  

２ ５ ． ひ ろ が る 社 会 運 動 と 普 通

選 挙 の 実 現  

・ 第 一 次 世 界 大 戦 の 展 開 ， 日 本

や ア ジ ア の 経 済 成 長 ， ソ ヴ ィ エ

ト 連 邦 の 成 立 と ア メ リ カ 合 衆 国

の 台 頭 ， ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 動 向

と 国 際 連 盟 の 成 立 な ど を 基 に ，

総 力 戦 と 第 一 次 世 界 大 戦 後 の 国

際 協 調 体 制 を 理 解 し て い る 。 大

衆 の 政 治 参 加 と 女 性 の 地 位 向 上

， 大 正 デ モ ク ラ シ ー と 政 党 政 治

， 大 量 消 費 社 会 と 大 衆 文 化 ， 教

育 の 普 及 と マ ス メ デ ィ ア の 発 達

な ど を 基 に ， 大 衆 社 会 の 形 成 と

社 会 運 動 の 広 が り を 理 解 す る 。  

 
 

後半  
 
 

第 ６ 章  経 済 危 機 と 第 二 次 世 界

大 戦  

 

 

 

 

 

２ ６ ． 世 界 恐 慌 と 各 国 の 対 応  

２ ７ ． フ ァ シ ズ ム の 時 代  

２ ８ ． 満 洲 事 変 と 軍 部 の 対 立  

２ ９ ． 日 中 戦 争 と 戦 時 体 制  

３ ０ ． 第 二 次 世 界 大 戦 の 勃 発  

３ １ ． 第 二 次 世 界 大 戦 の 終 結  

３ ２ ． 国 際 連 合 の 成 立 と 冷 戦  

３ ３ ． 日 本 占 領 と 日 本 国 憲 法  

３ ４ ． 朝 鮮 戦 争 と 日 本  

・ 世 界 恐 慌 ， フ ァ シ ズ ム の 伸 張

， 日 本 の 対 外 政 策 な ど を 基 に ，

国 際 協 調 体 制 の 動 揺 を 理 解 し て

い る 。  第 二 次 世 界 大 戦 の 展 開 ，

国 際 連 合 と 国 際 経 済 体 制 ， 冷 戦

の 始 ま り と ア ジ ア 諸 国 の 動 向 ，

戦 後 改 革 と 日 本 国 憲 法 の 制 定 ，

平 和 条 約 と 日 本 の 独 立 の 回 復 な

ど を 基 に ， 第 二 次 世 界 大 戦 後 の

国 際 秩 序 と 日 本 の 国 際 社 会 へ の

復 帰 を 理 解 す る 。  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

第 ３ 編  グ ロ ー バ ル 化 と 私 た ち  

第 ７ 章  冷 戦 と 脱 植 民 地 化  

第 ８ 章  多 極 化 す る 世 界  

第 ９ 章  グ ロ ー バ ル 化 と 現 代 世

界  

 

 

 

３ ５ ． 植 民 地 の 独 立  

３ ６ ． 米 ソ 両 陣 営 の 動 揺  

３ ７ ． 日 本 の 国 際 社 会 復 帰 と 高

度 経 済 成 長  

３ ９ ． 緊 張 緩 和 か ら 冷 戦 の 終 息

へ  

４ ０ ． 日 本 の 経 済 大 国 化  

４ １ ． 地 域 紛 争 と 対 立  

・ 脱 植 民 地 化 と ア ジ ア ・ ア フ リ

カ 諸 国 ， 冷 戦 下 の 地 域 紛 争 ， 先

進 国 の 政 治 の 動 向 ， 軍 備 拡 張 や

核 兵 器 の 管 理 な ど を 基 に ， 国 際

政 治 の 変 容 を 理 解 し て い る 。 西

ヨ ー ロ ッ パ や 東 南 ア ジ ア の 地 域

連 携 ， 計 画 経 済 と そ の 波 及 ， 日

本 の 高 度 経 済 成 長 な ど を 基 に ，



 ４ ２ ． 国 際 秩 序 の 変 容  世 界 経 済 の 拡 大 と 経 済 成 長 下 の

日 本 の 社 会 を 理 解 す る 。  

・ 石 油 危 機 ， ア ジ ア の 諸 地 域 の

経 済 発 展 ， 市 場 開 放 と 経 済 の 自

由 化 ， 情 報 通 信 技 術 の 発 展 な ど

を 基 に ， 市 場 経 済 の 変 容 と 課 題

を 理 解 し て い る 。 冷 戦 の 終 結 ，

民 主 化 の 進 展 ， 地 域 統 合 の 拡 大

と 変 容 ， 地 域 紛 争 の 拡 散 と そ れ

へ の 対 応 な ど を 基 に ， 冷 戦 終 結

後 の 国 際 政 治 の 変 容 と 課 題 を 理

解 す る 。  

・ 歴 史 的 経 緯 を 踏 ま え て ， 現 代

的 な 諸 課 題 を 理 解 す る 。  

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験 に よ る 。 小 テ ス ト 、 授 業 中 の 課 題 、 演 習 ノ ー ト の 提 出 な ど を 平 常 点 に 加 味 す る こ と も あ る 。

   

 
 

学習方法  
 
 

授 業 を 聞 き 、 演 習 ノ ー ト を 完 成 さ せ る 。  

授 業 中 に 出 さ れ た 問 い や 課 題 に 主 体 的 に 取 り 組 む 。  

授 業 後 に 、 イ ン タ ー ネ ッ ト コ ン テ ン ツ 等 も 利 用 し て 、 復 習 す る  

 
 

注意事項  
 
 

日 本 史 探 究 や 世 界 史 探 究 を 受 験 科 目 と し て 考 え て い る 者 は 、 歴 史 総 合 を 通 じ て ど ち ら を 選 択 す る か よ

く 考 え て ほ し い 。    

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

C l as s i等 を 通 じ て 配 信 し ま す 。    

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 5年 度  高 校 １ 年   公 民  公 共  ２  

教科書  補助教材  

実 教 出 版  『 詳 述  公 共 』  
実 教 出 版  『 20 22 新 政 治 ・ 経 済 資 料 』  

実 教 出 版  『 詳 述 公 共  マ イ ノ ー ト 』  

 

年間指導目標  

資 料 集 を 活 用 し な が ら 「 政 治 経 済 」 部 分 を 中 心 に 展 開 し 、 公 共 を 土 台 と し て 政 治 経 済 の セ ン タ ー 入 試 問 題 に も 対 応 で

き る よ う な レ ベ ル を 目 標 に す る 。  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 １ 編  公 共 の 扉  

"第 １ 章  社 会 を 作 る 私 た ち "  

１ ． 生 涯 に お け る 青 年 期 の 意 義  

２ ． 青 年 期 と 自 己 形 成 の 課 題  

３ ． 職 業 生 活 と 社 会 参 加  

４ ． 現 代 社 会 と 現 代 の 生 き 方  

 

"第 ２ 章  人 間 と し て よ く 生 き る "  

１ ． ギ リ シ ア の 思 想  

２ ． 宗 教 の 教 え  

３ ． 人 間 の 尊 重  

４ ． 人 間 の 自 由 と 尊 厳  

５ ． 個 人 と 社 会  

６ ． 主 体 性 の 確 立  

７ ． 他 者 の 尊 重  

８ ． 公 正 な 社 会  

 

"第 ３ 章  社 会 と は 何 か "  

１ ． 人 間 の 尊 厳 と 平 等  

２ ． 自 由 ・ 権 利 と 責 任 ・ 義 務  

 

"第 ４ 章  民 主 国 家 に お け る 基 本 原

理 "  

１ ． 人 権 保 障 の 発 展 と 民 主 政 治 の 成

立  

２ ． 国 民 主 権 と 民 主 政 治 の 発 展  

 

・ 倫 理 的 価 値 の 判 断 に お い て ， 行 為 の

結 果 で あ る 個 人 や 社 会 全 体 の 幸 福 を 重

視 す る 考 え 方 と ， 行 為 の 動 機 と な る 公

正 な ど の 義 務 を 重 視 す る 考 え 方 な ど を

活 用 し ， 自 ら も 他 者 も 共 に 納 得 で き る

解 決 方 法 を 見 い だ す こ と に 向 け ， 思 考

実 験 な ど 概 念 的 な 枠 組 み を 用 い て 考 察

す る 活 動 を 通 し て ， 人 間 と し て の 在 り

方 生 き 方 を 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 察 し ，

表 現 し て い る 。  

・ 個 人 の 自 由 や 権 利 が ど の よ う に 認 め

ら れ る の か を 理 解 す る 。  

・ 自 由 ・ 権 利 と 責 任 ・ 義 務 の 関 係 が 将

来 世 代 の 問 題 と し て も 考 え ら れ る こ と

を 理 解 す る 。  

・ 民 主 政 治 の 誕 生 と 発 展 に つ い て 理 解

す る 。  

・ よ り よ い 社 会 の 実 現 を

視 野 に ， 理 想 的 な 人 間 の

生 き 方 に つ い て の 先 哲 の

考 え 方 へ の 深 い 理 解 を 通

し て ， 公 共 的 な 空 間 に お

け る 人 間 と し て の あ り 方

生 き 方 に つ い て の 自 覚 を

深 め よ う と し て い る 。  

・ 青 年 期 の 意 義 や 特 徴 へ

の 深 い 理 解 を 通 し て ， 社

会 に 参 画 す る 自 立 し た 主

体 に つ い て の 自 覚 を 深 め

よ う と し て い る 。  

・ 古 代 ギ リ シ ア か ら は じ

ま る ， 民 主 政 治 の 歴 史 的

な 展 開 を 理 解 さ せ る 。  

・ 法 の 支 配 や 基 本 的 人 権

が 近 代 憲 法 の 基 礎 を な す

基 本 原 理 で あ る こ と に 着

目 さ せ る 。  

・ 民 主 政 治 が 課 題 を も つ

政 治 制 度 で も あ る こ と に

着 目 さ せ る 。  

 
 

後半  
 
 

第 ２ 編  よ り よ い 社 会 の 形 成 に 参 加

す る 私 た ち  

"第 １ 章  日 本 国 憲 法 の 基 本 的 性 格 "  

１ ． 日 本 国 憲 法 の 成 立  

２ ． 平 和 主 義 と わ が 国 の 安 全  

３ ． 基 本 的 人 権 の 保 障  

４ ． 人 権 の 広 が り  

 

"第 ２ 章  日 本 の 政 治 機 構 と 政 治 参

加 "  

１ ． 政 治 機 構 と 国 民 生 活  

２ ． 人 権 保 障 と 裁 判 所  

３ ． 地 方 自 治  

４ ． 選 挙 と 政 党  

５ ． 政 治 参 加 と 世 論  

・ 基 本 的 人 権 の 歴 史 的 発 展 に つ い て 理

解 す る 。  

・ 民 主 政 治 の 意 義 と 課 題 に つ い て 理 解

す る 。  

・ 議 院 内 閣 制 ・ 大 統 領 制 を は じ め と す

る 各 国 の 政 治 制 度 に つ い て 理 解 す る 。  

・ 国 会 と 内 閣 の 構 成 や 官 主 導 社 会 と そ

の 課 題 に つ い て 理 解 す る 。  

・ 司 法 権 の 独 立 や 裁 判 に つ い て 理 解 す

る 。  

・ 地 方 自 治 の 本 旨 に つ い て 理 解 す る 。  

・ 各 選 挙 制 度 の 特 徴 と 課 題 に つ い て 理

解 す る 。  

・ 政 治 参 加 の 課 題 に つ い て 理 解 す る 。  

・ 大 日 本 帝 国 憲 法 と 日 本

国 憲 法 の 比 較 を 通 じ て ，

日 本 国 憲 法 の 特 徴 を 理 解

さ せ る 。  

・ 自 衛 権 に 関 す る 政 府 解

釈 が 変 化 し て い る こ と に

着 目 さ せ る 。  

・ 憲 法 で 保 障 さ れ て い る

さ ま ざ ま な 権 利 に つ い て

， 具 体 的 な 判 例 を 通 じ て

理 解 さ せ る 。  

・ p . 11 0の 図 １ を 活 用 し

て ， 日 本 の 権 力 分 立 が ど

の よ う に な っ て い る か を

視 覚 的 に 理 解 さ せ る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

"第 ３ 章  現 代 の 経 済 社 会 "  

１ ． 経 済 社 会 の 形 成 と 変 容  

２ ． 市 場 の し く み  

３ ． 現 代 の 企 業  

４ ． 経 済 成 長 と 景 気 変 動  

５ ． 金 融 機 関 の 働 き  

６ ． 政 府 の 役 割 と 財 政 ・ 租 税  

 

"第 ４ 章  経 済 活 動 の あ り 方 と 国 民

福 祉 "   

１ ． 日 本 経 済 の 歩 み と 近 年 の 課 題  

２ ． 中 小 企 業 と 農 業  

３ ． 公 害 防 止 と 環 境 保 全  

４ ． 消 費 者 問 題  

５ ． 労 働 問 題 と 雇 用  

６ ． 社 会 保 障  

・ 資 本 主 義 経 済 が 成 立 ， 発 展 し て き た

時 代 背 景 を 確 認 す る 。  

・ 市 場 経 済 の 機 能 と 限 界 を 理 解 す る 。  

・ 国 富 に つ い て 理 解 す る と と も に ， 経

済 成 長 ， 景 気 循 環 ， 物 価 に つ い て 理 解

す る 。  

・ 現 代 の 経 済 社 会 に お け る 金 融 の 意 義

や 役 割 を 理 解 す る 。  

・ 中 央 銀 行 の 役 割 や 金 融 政 策 の 目 的 と

手 段 に つ い て 理 解 す る 。  

    

・ 国 家 の 経 済 へ の 介 入 や

世 界 経 済 と の 一 体 化 な ど

， 2 0世 紀 以 降 進 展 し た

資 本 主 義 経 済 の 変 容 を 理

解 さ せ る 。  

・ 市 場 経 済 の 機 能 と 限 界

に つ い て 具 体 的 事 例 を 通

じ て 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考

察 ， 構 想 し ， 表 現 で き る

よ う に す る 。  

・ 市 場 経 済 シ ス テ ム を 機

能 さ せ る 役 割 を 政 府 な ど

が 担 っ て い る こ と に つ い

て 理 解 さ せ る 。  

・ 金 融 の 仕 組 み と 働 き を

考 え さ せ る 。  

 
 

後半  
 
 

"第 ５ 章  国 際 政 治 の 動 向 と 課 題 "  

１ ． 国 際 社 会 に お け る 政 治 と 法  

２ ． 国 家 安 全 保 障 と 国 際 連 合  

３ ． 冷 戦 終 結 後 の 国 際 政 治  

４ ． 軍 備 競 争 と 軍 備 縮 小  

５ ． 異 な る 人 種 ・ 民 族 と の 共 存  

６ ． 国 際 平 和 と 日 本  

・ 歴 史 的 な 事 象 が 日 本 経 済 に 与 え た 影

響 を ， 統 計 資 料 を 基 に 考 え る 。  

・ 人 口 減 少 社 会 が 経 済 に 与 え る 影 響 を

考 え る 。  

・ 経 済 成 長 と 公 害 問 題 と の 関 係 を 考 え

る 。  

・ 持 続 可 能 な 社 会 を め ざ す た め の さ ま

・ 本 節 の 内 容 は 歴 史 総 合

で も 扱 う た め ， 統 計 資 料

に よ っ て 成 長 や 停 滞 の 背

景 を 理 解 さ せ る  

・ こ れ か ら の 経 済 社 会 に

つ い て は 労 働 ・ 社 会 保 障

の 節 と も 関 連 さ せ て 理 解



ざ ま な 制 度 や 取 り 組 み に つ い て 理 解 す

る 。  

・ さ ま ざ ま な 問 題 が あ る こ と を 理 解 す

る 。  

・ 必 要 な 法 整 備 と 消 費 者 の 責 任 に つ い

て 考 え る 。  

・ 労 働 法 の 整 備 状 況 や ， 職 場 の 人 権 保

障 に つ い て 考 え る 。  

・ 日 本 的 雇 用 形 態 の 変 化 や ， ワ ー ク ・

ラ イ フ ・ バ ラ ン ス に つ い て 考 え る 。  

・ 諸 外 国 の 制 度 と の 比 較 も 含 め て 考 え

る 。  

・ 少 子 高 齢 化 が 進 行 す る 中 で ， 望 ま し

い 制 度 の あ り 方 を 検 討 す る 。  

・ 国 内 政 治 や 国 内 法 と の 比 較 で 考 え る

。  

・ 領 土 問 題 が 生 じ る 背 景 と 望 ま し い 解

決 方 法 に つ い て 考 え る 。  

・ 主 要 機 関 や 専 門 機 関 の 働 き か ら 考 え

る 。  

・ と く に 安 保 理 改 革 を 材 料 に 考 え る 。  

・ 対 立 構 造 の 変 容 か ら ， 国 際 社 会 の 力

学 の 変 化 を 考 え る 。  

・ 大 国 の 動 向 や ， 国 家 対 国 家 の 枠 組 み

に 収 ま ら な い 対 立 構 造 に つ い て 考 え る

。  

・ 冷 戦 に よ る 対 立 構 造 と 安 全 保 障 の ジ

レ ン マ を 確 認 す る 。  

・ 核 兵 器 禁 止 条 約 の 採 択 に 向 け た 動 き

を 参 考 に し て 考 え る 。  

・ ナ シ ョ ナ リ ズ ム や 自 民 族 中 心 主 義 と

の 関 係 か ら 考 え る 。  

・ さ ま ざ ま な 権 利 保 障 の 制 度 や 取 り 組

み に つ い て 理 解 す る 。  

・ と く に ア ジ ア 諸 地 域 の 信 頼 回 復 の 経

緯 を 確 認 す る 。  

・ 人 間 の 安 全 保 障 の 観 点 か ら 考 え る 。  

さ せ る 。  

・ 中 小 企 業 に つ い て ， 持

続 可 能 性 が 問 わ れ て い る

現 状 を 理 解 さ せ る 。  

・ 公 害 問 題 は 基 本 的 人 権

と の 関 係 で も 課 題 で あ る

こ と を 理 解 さ せ る 。  

・ 消 費 者 問 題 が 続 く な か

， 消 費 者 行 政 が 保 護 か ら

自 立 へ と 変 化 し て い る こ

と を 理 解 さ せ る 。  

・ 日 本 的 雇 用 形 態 の 崩 壊

や 雇 用 の 流 動 性 が 強 ま る

な か で ， 労 働 の あ り 方 が

問 い 直 さ れ て い る こ と を

理 解 さ せ る 。  

・ 国 際 社 会 に は 世 界 政 府

の よ う な 存 在 が な い た め

， 国 際 社 会 に お い て は 各

国 の 力 関 係 が も の を い う

パ ワ ー ポ リ テ ィ ク ス に 陥

り や す い こ と を 理 解 さ せ

る 。  

・ し ば し ば 大 国 間 の 利 害

対 立 に よ っ て 意 思 決 定 が

阻 害 さ れ て い る 現 状 を 理

解 さ せ る 。  

・ 冷 戦 期 以 降 の 国 際 政 治

情 勢 に つ い て ， 対 立 す る

主 体 に 注 目 し て 理 解 さ せ

る 。  

・ 大 国 の ナ シ ョ ナ リ ズ ム

に よ っ て 新 た な 対 立 が 生

じ て い る 現 状 を 理 解 さ せ

る 。  

・ 核 の 保 有 国 と 非 保 有 国

の 意 見 の 相 違 と 国 力 の 関

係 な ど に つ い て ， 多 面 的

に 検 討 さ せ る 。  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

"第 ６ 章  国 際 経 済 の 動 向 と 課 題 "  

１ ． 国 際 経 済 の し く み  

２ ． 国 際 経 済 体 制 の 変 化  

３ ． 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 と 金 融 危 機  

５ ． ODAと 経 済 協 力  

 

第 ３ 編  持 続 可 能 な 社 会 づ く り の 主

体 と な る 私 た ち  

・ 比 較 生 産 費 説 を 検 討 し て 考 え る 。  

・ 具 体 的 な 事 例 を 基 に し て 貿 易 や 為 替

相 場 の 動 向 が 日 本 経 済 に 与 え る 影 響 を

考 え る 。  

・ 本 文 や 図 版 資 料 を 基 に ， 歴 史 的 な 経

過 を 確 認 す る 。  

・ ヒ ト ・ モ ノ ・ カ ネ が 自 由 に 移 動 し た

結 果 ， 世 界 は こ れ ま で 以 上 に 緊 密 化 し

た こ と を 確 認 す る 。  

・ 各 地 域 の 状 況 や 生 じ て い る 課 題 を 確

認 す る 。  

・ 中 国 を は じ め と す る 新 興 国 の 動 向 を

確 認 す る 。  

・ ODAか ら SDGsに つ ら な る 援 助 と 開

発 の 過 程 に つ い て 確 認 す る 。  

・ 社 会 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 総 合 的 に 働

か せ ， 現 実 社 会 の 諸 課 題 を 探 究 す る 。  

・ 円 高 と 円 安 が 日 本 経 済

に 及 ぼ す 影 響 に つ い て ，

具 体 的 な 貿 易 を 想 定 し て

理 解 さ せ る 。  

・ 通 貨 や 貿 易 体 制 の 枠 組

み を 規 定 し た IMF・ GA T

T体 制 と ， そ の 変 容 の 歴

史 を 理 解 す る 。  

・ 経 済 の グ ロ ー バ リ ゼ ー

シ ョ ン が も た ら し た メ リ

ッ ト と デ メ リ ッ ト を ， そ

れ ぞ れ 理 解 さ せ る 。  

・ 貧 困 や 格 差 が 解 消 さ れ

て い な い 現 状 と ， そ の 解

決 が 国 際 的 な 目 標 と な っ

て い る こ と を 理 解 さ せ る

。  

 

 
 

評価方法  
 
 

原 則 と し て 「 評 価 法 」 通 り 定 期 試 験 に よ り 評 価 す る 。 た だ し 、 必 要 に 応 じ て 課 題 レ ポ ー ト を 課 し 、 平

常 点 の 範 囲 内 で 加 算 す る 場 合 も あ る 。  

新 課 程 で あ る た め 、 ル ー ブ リ ッ ク 法 に よ る 評 価 も 試 み る 。  

 
 

学習方法  
 
 

座 学 中 心 の 授 業 展 開 。 資 料 集 を 多 用 し 、 『 現 代 社 会 』 の 内 容 よ り も 踏 み 込 ん で 学 習 す る 。  

補 助 教 材 （ マ イ ノ ー ト ） を 活 用 し 、 板 書 時 間 を 圧 縮 す る こ と で 「 共 同 的 な 学 び 」 の 時 間 を 設 け ら れ る

よ う に す る 。  

 
 

注意事項  
 
 

座 学 中 心 な の で 、 生 徒 が 興 味 を 失 わ な い よ う に 実 際 の 社 会 の 出 来 事 を と り あ げ 、 よ り 現 実 的 に 理 解 で

き る よ う 工 夫 を す る 。 資 料 集 や 補 助 教 材 を 使 っ て 授 業 を 展 開 し 、 そ の 内 容 は 、 受 験 で 『 政 治 ・ 経 済 』

を 選 択 す る 生 徒 を 意 識 し た 内 容 と す る 。  

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

資 料 集 を 使 っ て 休 暇 中 の 範 囲 を 「 マ イ ノ ー ト 」 を 使 っ て ま と め る 。  

２ 単 位 な の で 、 休 養 中 の 負 担 は 少 な い と 判 断 す る 。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 5年 度  2   地 歴  地 理 総 合  ２  

教科書  補助教材  

地 理 総 合  実 教 出 版  地 理 総 合 演 習 ノ ー ト  実 教 出 版  

 

年間指導目標  

地 理 に 関 わ る 諸 事 象 に つ い て 、 よ り よ い 社 会 の 実 現 を 視 野 に そ こ で 見 ら れ る 課 題 を 主 体 的 に 追 究 、 解 決 し よ う と す る

態 度 を 養 う と と も に 、 多 面 的 ・ 多 角 的 な 考 察 や 深 い 理 解 を 通 し て 涵 養 さ れ る 日 本 国 民 と し て の 自 覚 、 我 が 国 の 国 土 に

対 す る 愛 情 、 世 界 の 諸 地 域 の 多 様 な 生 活 文 化 を 尊 重 し よ う と す る こ と の 大 切 さ に つ い て の 自 覚 な ど を 深 め さ せ る 。  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  

１学期  

前半  

第 １ 編   

地 図 や 地 理 情 報 シ ス テ ム で と

ら え る 現 代 世 界  

 

 

１ .球 面 と 平 面    

２ .緯 度 と 経 度   

３ .日 常 生 活 の な か の 地 図  

４ .国 家 の 領 域  

５ .日 本 の 位 置 と 領 域  

６ .国 家 間 の 結 び 付 き  

７ .モ ノ ・ 人 ・ 情 報 の グ ロ ー バ ル 化  

   

８ .世 界 の 交 通 、 物 流 と 日 本  

９ .観 光 の グ ロ ー バ ル 化  

・現代世界の地域構成を示した様々な

地図の読図などを基に、方位や時差、

日本の位置と領域、国内や国家間の結

び付きなどについて理解させる。  
・現代世界の地域構成について、位置

や範囲などに着目して、主題を設定し

、世界的視野から見た日本の位置、国

内や国家間の結び付きなどを多面的・

多角的に考察し、表現させる。  
・地図や地理情報システムについて、

位置や範囲、縮尺などに着目して、目

的や用途、内容、活用の仕方などを多

面的・多角的に考察し、表現させる。  

後半  

第 ２ 編  国 際 理 解 と 国 際 協 力  

第 １ 章  生 活 文 化 の 多 様 性 と  

国 際 理 解  

 

グ ル ー プ １ 自 然 環 境 と 生 活 文 化  

グ ル ー プ ２ 産 業 の 進 展 に よ っ て 変  

化 す る 生 活 文 化  

 

・世 界 の 人 々 の 生 活 文 化 が 地 理 的

環 境 か ら 影 響 を 受 け た り 、影 響 を

与 え た り し て 多 様 性 を も つ こ と

に つ い て 理 解 さ せ る 。  

２学期  

前半  

 

 

 

グ ル ー プ ３ 宗 教 に 基 づ い た 生 活 文 化  

グ ル ー プ ４ 国 家 ・ 民 族 ・ 言 語 の 結 び  

付 き と 生 活 文 化  

・ 各 地 域 の 諸 課 題 と 宗 教 と の 関

係 を 考 え る 。  

・ 多 様 な 民 族 や 言 語 の 存 在 お よ

び そ の 分 布 に つ い て 考 え る 。  

後半  

 

 

 

第 2章  地 球 的 課 題 と 国 際 協 力  

グ ル ー プ ５ 移 民 と と も に 形 成 さ れ た  

生 活 文 化  

 

１ .人 口 問 題 の 展 開 と 対 策   

２ .ア ン バ ラ ン ス な 人 口 分 布  

３ .食 料 問 題 の 要 因 と 解 決 に 向 け た 課

題     

４ .食 料 問 題 へ の 取 り 組 み  

５ .都 市 ・ 居 住 問 題   

６ .エ ネ ル ギ ー 資 源 の 開 発 と 限 界  

７ .新 た な エ ネ ル ギ ー 資 源 へ の 取 り 組

み     

８ .地 球 環 境 問 題 ： 地 球 温 暖 化  

９ .様 々 な 場 所 で 発 生 す る 地 球 環 境 問

題    

1 0 . 地 球 的 課 題 の 解 決 に 向 け た 国 際

協 力  

・移 民 国 家 が ど の よ う に 形 成 さ れ

て き た か 考 え る 。  

 

・ 人 口 増 加 の 問 題 を 、世 界 的 な 視

野 で 考 え る 。  

・食 料 問 題 の 要 因 を 考 え る と と も

に 、発 展 途 上 国 と 先 進 国 の 食 料 問

題 の 違 い を 考 え る 。  

・食 料 問 題 に 対 す る 世 界 の 取 り 組

み よ り 、 そ の 重 要 性 を 考 え る 。  

・発 展 途 上 国 と 先 進 国 の 都 市 問 題

の 違 い を 考 え る 。   

・エ ネ ル ギ ー 資 源 の 歴 史 を 振 り 返

る と と も に 、今 後 の エ ネ ル ギ ー 開

発 に つ い て 考 え る 。  

 

３学期  

 

 

 

 

 

 

 

第 ３ 編  持 続 可 能 な 地 域 づ く  

り と 私 た ち  

第 １ 章  自 然 災 害 と 防 災  

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 章  地 域 調 査  

 

 

１ .日 本 の 自 然 環 境  

２ .地 震 ・ 津 波  

３ .地 震 ・ 津 波 へ の 対 策   

４ .火 山 災 害 と 対 策    

５ .風 水 害     

６ .風 水 害 へ の 対 策  

７ .雪 害 ・ 高 温 と 対 策    

８ .防 災 ・ 減 災 へ の 取 り 組 み  

 

 

・ 自 然 災 害 と 日 本 の 自 然 環 境 の

関 係 性 を 考 え る  

・ 地 震 と 津 波 の 関 係 性 を 考 え る

。  

・ 自 然 災 害 に よ る 被 害 を 軽 減 す

る た め の 取 り 組 み に つ い て 考 え

る 。  

 

 

・ 地 域 調 査 の 適 切 な 進 め 方 を 考

え る 。  

・ 調 査 結 果 の 分 析 方 法 に つ い て

考 え る 。  

 

評価方法  
定 期 試 験 に よ る 。 小 テ ス ト 、 授 業 中 の 課 題 、 演 習 ノ ー ト の 提 出 な ど を 平 常 点 に 加 味 す る こ と も あ る 。

   

学習方法  

授 業 を 聞 き 、 演 習 ノ ー ト を 完 成 さ せ る 。  

授 業 中 に 出 さ れ た 問 い や 課 題 に 主 体 的 に 取 り 組 む 。  

授 業 後 に 、 イ ン タ ー ネ ッ ト コ ン テ ン ツ 等 も 利 用 し て 、 復 習 す る  

注意事項  
 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

C l as s i等 を 通 じ て 配 信 し ま す 。    

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  ２  日 大 進 学  公 民 科  政 治 経 済  ２  

教科書  補助教材  

実 教 出 版 「 詳 述 政 治 ・ 経 済 」  実 教 出 版 「 新 政 治 ・ 経 済 資 料 」  実 教 出 版 「 演 習 ノ ー ト 」  

 

年間指導目標  

基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト で 標 準 化 得 点 60点 平 均 を 目 標 に 、 「 共 通 テ ス ト 」 や 「 基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト 」 等 で の 得 点 力 を

身 に 付 け ら れ る よ う な 授 業 展 開 に す る 。  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前半  

 

 

 

 

第 一 編 現 代 日 本 の 政 治  

 

第 １ 章 民 主 政 治 の 基 本 原 理  

１ 政 治 と 法  

２ 民 主 政 治 と 人 権 保 障 の 発 展  

３ 国 民 主 権 と 民 主 主 義 の 発 展  

４ 世 界 の 政 治 制 度  

 

第 ２ 章 日 本 国 憲 法 の 基 本 的 性 格  

１ 日 本 国 憲 法 の 成 立  

２ 平 和 主 義  

政 治 が 行 わ れ る 場 で あ る 国 家 と

は ， ど の よ う な 制 度 だ ろ う か 。  

法 に は ど の よ う な 意 義 と 役 割 が

あ る の だ ろ う か 。  

民 主 政 治 は ど の よ う に 誕 生 し た

の だ ろ う か 。  

民 主 政 治 の 意 義 と 課 題 は 何 だ ろ

う か 。  

民 主 政 治 の 諸 原 理 は ，各 国 の 政 治

制 度 に ど の よ う に 反 映 さ れ て い

る の だ ろ う か 。  

大 日 本 帝 国 憲 法 と 日 本 国 憲 法 に

は ど の よ う な 違 い が あ る だ ろ う

か 。  

日 本 の 安 全 保 障 体 制 は ど の よ う

に 展 開 し て き た の だ ろ う か 。  

政 治 が 自 分 た ち と は 無 関 係 な 出

来 事 で は な い こ と に 気 づ か せ る 。  

近 代 以 前 か ら は じ ま る ，民 主 政 治

の 歴 史 的 な 展 開 を 理 解 さ せ る 。  

民 主 政 治 が 課 題 を も つ 政 治 制 度

で も あ る こ と に 着 目 さ せ る 。  

図 版 資 料 を 活 用 し て ，各 政 治 制 度

の 特 徴 を 理 解 さ せ る 。  

大 日 本 帝 国 憲 法 と 日 本 国 憲 法 の

比 較 を 通 じ て ，日 本 国 憲 法 の 特 徴

を 理 解 さ せ る 。  

自 衛 権 に 関 す る 政 府 解 釈 が 変 化

し て い る こ と に 着 目 さ せ 、世 界 情

勢 の 変 化 と 安 全 保 障 体 制 の 変 化

の 関 連 に つ い て 理 解 さ せ る 。  

 

 

後半  

 

 

 

３ 基 本 的 人 権 の 保 障  

４ 人 権 の 広 が り  

 

第 ３ 章 日 本 の 政 治 機 構  

１ 立 法  

２ 行 政  

３ 司 法  

日 本 国 憲 法 の 人 権 保 障 は ど の よ

う な 内 容 に な っ て い る だ ろ う か 。  

現 在 ，憲 法 に 規 定 す べ き 人 権 保 障

と し て ，ど の よ う な も の が 求 め ら

れ て い る だ ろ う か 。  

国 会 は ど の よ う に 構 成 さ れ て い

る の か 。  

衆 参 両 院 の 構 成 と 衆 議 院 の 優 越

に つ い て 理 解 す る 。  

議 院 内 閣 制 の 下 で ，内 閣 は ど の よ

う な 権 限 を も つ の か 。  

司 法 は ど の よ う な 役 割 を も っ て

い る の だ ろ う か 。  

憲 法 で 保 障 さ れ て い る さ ま ざ ま

な 自 由 権 に つ い て ，具 体 的 な 判 例

を 通 じ て 理 解 さ せ る 。  

社 会 が 変 化 す る な か で 重 視 さ れ

る よ う に な っ た さ ま ざ ま な 権 利

の 内 容 を 理 解 さ せ る 。  

日 本 の 権 力 分 立 が ど の よ う に な

っ て い る か を 視 覚 的 に 理 解 さ せ

る 。  

議 院 内 閣 制 に つ い て と 内 閣 の 構

成 に つ い て 理 解 さ せ る 。  

違 憲 審 査 権 の 意 義 に つ い て と 裁

判 員 制 度 に つ い て 理 解 さ せ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期  

 

 

 

 

 

 

 

 

前半  

 

 

 

 

 

 

４ 地 方 自 治  

 

第 ４ 章 現 代 日 本 の 政 治  

１ 戦 後 政 治 の 歩 み  

２ 選 挙 制 度  

３ 政 治 参 加 と 世 論  

 

第 二 編 現 代 日 本 の 経 済  

 

第 １ 章 経 済 社 会 の 変 容  

１ 経 済 活 動 の 意 義  

２ 経 済 社 会 の 形 成 と 変 容  

 

第 ２ 章 現 代 経 済 の し く み  

１ 市 場 機 構  

「 地 方 自 治 の 本 旨 」と は ど の よ う

な も の だ ろ う か 。  

日 本 の 政 党 政 治 は ど の よ う に 推

移 し て き た の だ ろ う か 。  

日 本 の 選 挙 制 度 に は ど の よ う な

種 類 が あ る の だ ろ う か 。  

マ ス・メ デ ィ ア や SNSは 政 治 に ど

の よ う な 影 響 を 与 え て い る の だ

ろ う か 。  

経 済 活 動 と は ，ど の よ う な も の を

指 す の か 。  

資 本 主 義 経 済 は ど の よ う な 特 徴

を 持 ち ，そ れ を 支 え る 経 済 的 思 想

は ど の よ う な も の だ っ た の だ ろ

う か 。  

市 場 で は 価 格 を シ グ ナ ル と し て ，

ど の よ う に 需 要 量 と 供 給 量 が 調

整 さ れ ，効 率 的 に 資 源 配 分 さ れ る

の だ ろ う か 。  

地 方 自 治 に お け る 議 会 ，首 長 ，住

民 の 関 係 に つ い て 視 覚 的 に 理 解

さ せ る 。  

戦 後 日 本 の 政 党 政 治 の 展 開 を 理

解 さ せ る 。  

各 選 挙 制 度 の 特 徴 に 着 目 さ せ 、 1

票 の 価 値 に つ い て は ，そ の 是 正 方

法 な ど も 多 面 的 に 考 察 さ せ る 。  

SN Sな ど の イ ン タ ー ネ ッ ト が 世

論 形 成 に 与 え る 影 響 に つ い て ，具

体 的 な 事 例 を 通 じ て 理 解 さ せ る 。  

機 会 費 用 や ト レ ー ド オ フ・機 会 費

用 に つ い て は ，具 体 例 を も と に 理

解 さ せ る 。  

国 家 の 経 済 へ の 介 入 や 世 界 経 済

と の 一 体 化 な ど ，20世 紀 以 降 進 展

し た 資 本 主 義 経 済 の 変 容 を 理 解

さ せ る 。  

市 場 経 済 の 機 能 と 限 界 に つ い て

多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 察 ，表 現 で き

る よ う に す る 。  



  

 

後半  

 

 

 

２ 現 代 の 企 業  

３ 国 民 所 得 と 経 済 成 長  

４ 金 融 の し く み  

５ 財 政 の し く み  

 

第 ３ 章 現 代 経 済 と 福 祉 の 向 上  

１ 経 済 の 停 滞 と 再 生  

企 業 に は ど の よ う な 形 態 の も の

が あ る の だ ろ う か 。  

国 家 の 経 済 活 動 の 規 模 を 表 す 指

標 に は ど の よ う な も の が あ る か 。  

金 融 機 関 は 経 済 主 体 間 の 資 金 の

融 通 を ど の よ う に お こ な っ て い

る の だ ろ う か 。  

政 府 の 経 済 活 動 で あ る 財 政 に は

ど の よ う な 役 割 が あ る の だ ろ う

か 。  

日 本 経 済 は ど の よ う な 変 化 を と

げ て き た の だ ろ う か 。  

企 業 の 社 会 的 な 役 割 や 社 会 的 責

任 を 理 解 さ せ ，社 会 の 変 化 に 応 じ

た 課 題 に つ い て 理 解 さ せ る 。  

国 家 の 経 済 活 動 の 規 模 を あ ら わ

し ， 経 済 の 動 き の 指 標 と し て の G

DP， 国 富 ， 景 気 変 動 ， 物 価 に つ

い て ，身 近 な 視 点 も 含 め て 理 解 さ

せ る 。  

金 融 の 仕 組 み と 働 き ， 金 融 市 場 ，

信 用 創 造 ，中 央 銀 行 の 役 割 や 金 融

政 策 の 内 容 を 革 新 的 な 金 融 サ ー

ビ ス を 提 供 す る 動 き ，キ ャ ッ シ ュ

レ ス 社 会 の 進 行 ，仮 想 通 貨 な ど 身

近 な 生 活 の 視 点 か ら 考 え さ せ る 。  

政 府 の 経 済 政 策 に は ，効 率 と 公 正

の 確 保 ，経 済 成 長 と 環 境 保 全 の 追

求 な ど 相 互 に 対 立 す る 可 能 性 の

あ る 目 標 の 実 現 を 調 整 す る 必 要

が あ る こ と や ， 公 平 ・ 中 立 ・ 簡 素

の 条 件 を 満 た す こ と が 税 制 を 構

築 す る 上 で 重 要 で あ る こ と を 理

解 で き る よ う に す る 。  

単 な る 歴 史 的 事 象 の 確 認 に と ど

ま ら ず ，そ れ ら が 現 在 の 日 本 経 済

の 課 題 に ど の よ う に か か わ っ て

い る か を 意 識 さ せ る 。  

 

 

 

３学期  

 

 

 

 ２ 日 本 の 中 小 企 業 と 農 業  

３ 国 民 の く ら し  

４ 環 境 保 全 と 公 害 防 止  

５ 労 使 関 係 と 労 働 条 件 の 改 善  

６ 社 会 保 障 の 役 割  

中 小 企 業 と は 何 か 。大 企 業 と は ど

の よ う な 点 で 違 い が あ る の だ ろ

う か 。  

消 費 者 問 題 に は ど の よ う な も の

が あ る だ ろ う か 。  

公 害 が 発 生 す る 基 本 的 な 原 因 は

ど こ に あ る の か 。  

職 場 環 境 や 労 働 者 の 諸 権 利 に 関

し て ，ど の よ う な 課 題 が あ る だ ろ

う か 。  

日 本 の 社 会 保 障 制 度 の し く み は ，

ど の よ う に な っ て い る だ ろ う か 。  

中 小 企 業 に つ い て ，持 続 可 能 性 が

問 わ れ て い る 現 状 を 理 解 さ せ 、創

意 工 夫 に よ っ て 成 長 を 遂 げ て い

る 中 小 企 業 の あ り 方 や 実 例 を 理

解 さ せ る 。  

消 費 者 問 題 が 続 く な か ，消 費 者 行

政 が 保 護 か ら 自 立 へ と 変 化 し て

い る こ と を 理 解 さ せ る 。  

公 害 問 題 は 基 本 的 人 権 と の 関 係

で も 課 題 で あ る こ と を 理 解 さ せ

る 。  

労 働 契 約 の 特 性 ，労 働 法 に よ る 労

働 者 の 権 利 保 護 の 状 況 に つ い て

理 解 さ せ る 。  

社 会 保 障 が な ぜ 必 要 と さ れ て き

た の か を ，社 会 保 障 の 歴 史 を た ど

る こ と で 理 解 さ せ る 。  

 

 

 

評価方法  

 

 

定 期 試 験 及 び 単 元 テ ス ト ・ 課 題 の 提 出 状 況 で 評 価 し ま す 。    

 

 

学習方法  

 

 

教 科 書 ・ 資 料 集 で 基 本 事 項 の 理 解 に 努 め ， 演 習 に よ り 広 範 な 知 識 の 定 着 を は か る 。    

 

注意事項  

 

難 解 な 内 容 が 多 く 見 受 け ら れ ま す が ， 学 習 し た 単 元 を 一 つ 一 つ 確 実 に 身 に つ け る 地 道 な 努 力 を 促

す 。  

 

インフルエンザ等で臨

時休校になった場合の

課題  

 

適 宜 指 示 す る 。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  高 校 ２ 年  日 大 進 学 文 系  公 民  倫 理  ２  

教科書  補助教材  

実 教 出 版  『 詳 述  倫 理 』   浜 島 書 店  『 最 新 図 説  倫 理 』  

 

年間指導目標  

 

高 校 ３ 年 次 に 「 倫 理 ・ 政 治 経 済 」 で 統 一 テ ス ト を 受 験 す る 生 徒 を 対 象 と し 、 「 共 通 テ ス ト 」 や 「 基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト

」に 対 応 で き る 学 力 養 成 を 視 野 に 入 れ た 授 業 展 開 を す る 。高 ３ で 演 習 を よ り 多 く 展 開 す る た め に も 、出 来 る だ け 進 め る

。  

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 １ 章  青 年 期 の 課 題 と 自 己 形

成  

 １  よ く 生 き る こ と を 求 め て  

 ２  青 年 期 の 課 題  

第 ２ 章  人 間 と し て の 自 覚  

 １  ギ リ シ ャ 思 想 の 展 開  

 

 

 

 

 

 １  自 然 哲 学 と ソ フ ィ ス ト  

 ２  ソ ク ラ テ ス  

 

 

○ 青 年 期 特 有 の 不 安 を ，客 観 的 に

理 解 す る 。  

○ 青 年 期 の 課 題 を ，ア イ デ ン テ ィ

テ ィ の 確 立 と し て 捉 え る 。  

○ 古 代 ギ リ シ ア の ，自 然 哲 学 の 誕

生 を 通 し て ， 理 性 的 人 間 観 と  

 合 理 的 世 界 観 の 成 立 を 理 解 す

る 。  

○ ソ ク ラ テ ス の 哲 学 的 精 神 の 意

義 を 理 解 す る 。  

 
 

後半  
 
 

 

 

 

 

 ２  キ リ ス ト 教  

 

 

 

 ３  イ ス ラ ー ム  

 ３  プ ラ ト ン  

 ４  ア リ ス ト テ レ ス  

 ５  ギ リ シ ャ 思 想 の 展 開  

 

 

 １  ユ ダ ヤ 教 の 世 界  

 ２  イ エ ス  

 ３  キ リ ス ト 教 の 発 展  

 

○ 理 想 主 義 で あ る イ デ ア 論 の 特

徴 を 理 解 す る 。  

○ ア リ ス ト テ レ ス の 自 然 観 ，お よ

び 道 徳 論 ・ 国 家 論 を 学 ぶ 。  

 

○ キ リ ス ト 教 の 形 成 を 学 習 し ，一

神 教 の 特 徴 を 理 解 す る 。  

○ 神 の 愛 ア ガ ペ ー と 隣 人 愛 の 意

義 を 考 え る 。  

○ パ ウ ロ や ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス の

人 間 観 を 理 解 す る 。  

○ キ リ ス ト 教 と イ ス ラ ー ム の 思

想 的 な 関 係 を 理 解 す る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

 ４  仏 教   

 

 

 

 

 

 

 ５  中 国 思 想  

 

 

 

 

 １  イ ン ド の 思 想 文 化  

 ２  ブ ッ ダ の 教 え  

  ３  仏 教 思 想 の 展 開  

 

 

 

 

 １  中 国 の 思 想 文 化  

 ２  儒 家 の 思 想  

 ３  道 家 の 思 想  

 

○ 仏 教 が 自 己 形 成 の 実 践 で あ る

こ と を 理 解 す る 。  

○ ブ ッ ダ の 縁 起 説 や 無 我 の 法 に

つ い て 学 習 す る 。  

○ 日 本 思 想 の 伝 統 と な る ，大 乗 仏

教 の 特 徴 を 理 解 す る 。  

 

○ 孔 子 の 説 く 人 倫 の 道 の 特 徴 を

理 解 し 、漢 字 文 化 圏 に 共 通 す る 家

族 主 義 道 徳 に つ い て 考 え る 。  

○ 儒 教 的 人 間 観 お よ び 世 界 観 の

特 徴 を 理 解 す る 。  

○ 老 荘 思 想 の 「 道 」 の 捉 え 方 を 学

習 す る 。  

 
 

後半  
 
 

第 ４ 章  現 代 に 生 き る 人 間 の 倫

理  

 １  人 間 の 尊 厳  

 

 

 

 ２  近 代 の 科 学 革 命 と 自 然 観  

 

 

 

 ３  自 由 で 平 等 な 社 会 の 実 現

  

 

 

 

 １  ル ネ サ ン ス と 宗 教 改 革  

 

 

 

 

 

 ２  人 間 性 の 探 求 (モ ラ リ ス ト )  

 

 

 １  近 代 の 科 学 革 命  

 

 ２  経 験 論 と 合 理 論  

 

 

 ３  近 代 化 学 と 社 会 の 進 歩  

 

 

 

 １  社 会 契 約 説 の 思 想  

 

 

○ ル ネ サ ン ス が ，近 代 の ヒ ュ ー マ

ニ ズ ム へ と 展 開 し た こ と を 理 解

す る 。  

○ 宗 教 改 革 が 西 欧 近 代 社 会 形 成

の 重 要 な 契 機 と な っ た こ と を 理

解 す る 。  

○ モ ラ リ ス ト の 思 想 と 理 性 主 義

へ の パ ス カ ル の 批 判 を 考 え る 。  

 

○ 近 代 科 学 お よ び 機 械 論 的 自 然

観 の 特 徴 を 理 解 す る 。  

○ 近 代 科 学 の 発 展 に 大 き な 影 響

を 与 え た ベ ー コ ン と デ カ ル ト の

思 想 の 特 徴 を 理 解 す る 。  

○ 実 証 主 義 や 社 会 進 化 論 の 特 徴

を 理 解 す る 。  

 

"  

○ 民 主 社 会 を 形 成 す る 基 本 原 理

を 、自 然 法 思 想 や 社 会 契 約 論 の 展

開 か ら 理 解 す る 。 "  



 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 ４  人 間 性 の 回 復 と 主 体 性 の

確 立  

 

 

 

 

 

 ２  人 格 の 尊 厳 と 自 由 － カ ン

ト  

 

  ３  人 倫 と 自 由 の 実 現 － ヘ ー

ゲ ル  

 

 ４  功 利 主 義 の 思 想  

 

 

 １  社 会 主 義 の 思 想  

 

 

 ２  実 存 主 義 の 思 想  

 

 

 

 

 

 ３  プ ラ グ マ テ ィ ズ ム の 思 想  

○ 自 律 を 人 格 の 尊 厳 の 根 拠 と す

る カ ン ト の 思 想 を 学 習 し 、近 代 の

人 間 尊 重 の 精 神 を 理 解 す る 。  

○ ヘ ー ゲ ル の 弁 証 法 的 な も の の

見 方 、お よ び 弁 証 法 の 論 理 に 基 づ

く 「 人 倫 」 の 捉 え 方 を 理 解 す る 。  

○ 功 利 主 義 思 想 の 特 徴 を 理 解 し 、

功 利 主 義 と 民 主 主 義 と の 関 係 や 、

個 性 の 自 由 に つ い て 考 え る 。  

○ 社 会 主 義 思 想 お よ び マ ル ク ス

の 人 間 観 ・ 社 会 観 を 学 習 し 、 現 代

の 精 神 的 貧 困 に つ い て 考 え る 。  

○ キ ル ケ ゴ ー ル の 単 独 者 や ニ ー

チ ェ の 超 人 の 思 想 を 学 習 し 、主 体

的 自 己 の 確 立 に つ い て 考 え る 。ま

た 実 存 思 想 を 学 習 し 、自 由 な 内 面

的 自 己 を 確 立 す る 意 義 と 、人 類 に

責 任 を 負 う 生 き 方 を 考 え る 。  

○ プ ラ グ マ テ ィ ズ ム の 思 想 の 特

徴 を 理 解 す る 。  

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験  

 
 

学習方法  
 
 

過 去 問 題 を 数 多 く 解 く こ と に よ り 各 自 の 「 穴 」 を 見 つ け 、 そ の 部 分 を 復 習 ・ 強 化 し て い く 。  

  

 
 

注意事項  
 
 

漫 然 と 過 去 問 題 を 解 く と い う こ と に な ら な い よ う 、 時 間 を は か り 、 集 中 力 を 高 め つ つ 効 率 良 い 演 習 を

心 が け る 。    

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

演 習 問 題 を 解 き 、 そ の 解 説 を レ ポ ー ト に ま と め る 。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 5年 度  高 ２  日 大 ク ラ ス  地 歴  日 本 史 探 求  ４  

教科書  補助教材  

『 詳 説  日 本 史 』 山 川 出 版 社  

帝 国 書 院 『 図 説  日 本 史 通 覧 』  

浜 島 書 店 『 要 点 整 理  ゼ ミ ナ ー ル  日 本 史 』  

山 川 出 版 社 『 日 本 史 用 語 集 』  

担 当 者 作 成 プ リ ン ト  

 

年間指導目標  

２ 年 間 か け て 日 本 の 通 史 を 学 ぶ 。 あ わ せ て 基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト に 対 応 で き る 学 力 の 養 成 を め ざ す 。  

 

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

 
第 １ 部  原 始 ・ 古 代  

 第 １ 章  日 本 文 化の あ けぼ の  

 第 ２ 章  古 墳 と ヤマ ト 政権  

第 ３ 章  律 令 国 家 の形 成  

文 化 の は じ ま り  

農 耕 社 会 の 成 立  

古 墳 文 化 の 展 開  

飛 鳥 の 朝 廷  

律 令 国 家 へ の 道  

 

 

・ 人 類 文 化 の 発 生 を考 え ，日 本 列 島 に お け る 旧

石 器 文 化 ・ 縄 文 文 化の 時 代の 社 会 を 理 解 す る 。  

・ 大 陸 か ら 伝 搬 し た稲 作 文化 の 特 色 を 理 解 し ，

弥 生 文 化 の 形 成 を 考察 す る。  

・ ヤ マ ト 政 権 に よ る国 家 形成 の 過 程 を 東 ア ジ ア

世 界 と の 関 係 を 踏 まえ て 考察 す る 。  

・ 律 令 国 家 の 形 成 過程 と その 完 成 を ， 律 令 体 制

を 多 面 的 に と ら え 考察 す る。  

 

 
 

後半  
 
 

 

 第 ３ 章  律 令 国 家の 形 成  

 第 ４ 章  貴 族 政 治の 展 開  

 

 

 

平 城 京 の 時 代  

律 令 国 家 の 文 化  

律 令 国 家 の 変 容  

摂 関 政 治  

国 風 文 化  

地 方 政 治 の 展 開 と 武士  

 

・ 平 安 初 期 の 古 代 国家 を ，律 令 体 制 の 変 容 と 摂  

関 政 治 と あ わ せ て 理解 す る。  

・ 地 方 統 治 体 制 の 崩れ へ の対 応 が ， 公 領 支 配 の

変 質 と 荘 園 の 拡 大 をも た らし た 過 程 を 考 察 す

る 。  

・ 院 政 期 前 後 の 土 地支 配 形態 を 踏 ま え て ， 院 政

期 の 政 治 ・ 経 済 ・ 社会 ・ 文化 を 理 解 す る 。  

 

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

 
第 ２ 部  中 世  

 第 ５ 章  院 政 と 武士 の 躍進  

 第 ６ 章  武 家 政 権の 成 立  

院 政 の 始 ま り  

院 政 と 平 氏 政 権  

鎌 倉 幕 府 の 成 立  

武 士 の 社 会  

モ ン ゴ ル 襲 来 と 幕 府の 衰 退  

 

・ 鎌 倉 幕 府 の 成 長 の過 程 を考 察 す る 。  

・ 武 士 の 生 活 と 地 方支 配 を通 じ て ， 土 地 に 対 す

る 実 質 的 な 支 配 権 を地 頭 が掌 握 し た 過 程 を 理 解

す る 。  

・ 蒙 古 襲 来 に よ る 政治 ・ 経済 ・ 社 会 へ の 影 響 が

幕 府 衰 退 の 一 因 と なっ た こと を 理 解 す る 。  

 

 
 

後半  
 
 

 第 ６ 章  武 家 政 権の 成 立  

第 ７ 章  武 家 社 会 の成 長  

 

 

 

鎌 倉 文 化  

室 町 幕 府 の 成 立  

幕 府 の 衰 退 と 庶 民 の台 頭  

室 町 文 化  

戦 国 大 名 の 登 場  

 

・ 南 北 朝 動 乱 か ら 室町 幕 府の 成 立 と 安 定 に つ い

て ， あ わ せ て 庶 民 が台 頭 した 点 を 考 察 す る 。  

・ 武 家 ・ 両 文 化 ， 及び 大 陸文 化 と 伝 統 文 化 の か  

か わ り に つ い て 理 解す る 。  

 

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

第 ３ 部  近 世  

 第 ８ 章  近 世 の 幕開 け  

第 ９ 章  幕 藩 体 制 の成 立 と展 開  

織 豊 政 権  

桃 山 文 化  

幕 藩 体 制 の 成 立  

幕 藩 社 会 の 構 造  

 

・ 応 仁 の 乱 以 降 ， 地方 権 力と し て 登 場 し た 戦 国

大 名 に つ い て ， そ の地 理 的条 件 と 関 連 さ せ て 理

解 す る 。  

・ ヨ ー ロ ッ パ 人 の 東ア ジ アへ の 進 出 と そ の 影 響

を 考 察 す る 。  

・ 徳 川 氏 に よ る 幕 府設 立 およ び 幕 藩 体 制 確 立 の  

過 程 を 理 解 す る  

・ 幕 藩 体 制 を 支 え た社 会 構造 の 特 色 を 理 解 す

る 。  

 

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験 ・ 小 テ ス ト に 平 常 点 を 加 え 評 価 す る 。  

 
 

学習方法  
 
 

担 当 者 の 指 示 に し た が っ て ， 教 科 書 の 該 当 箇 所 を 予 習 す る 。 基 本 事 項 の 確 認 に つ い て は ， 補 助 教 材 を

活 用 し ， そ の 定 着 を 図 る 。                                  

授 業 で は ， 歴 史 的 事 象 の 時 代 背 景 ・ 相 互 関 連 を 含 め 解 説 す る の で ， 教 科 書 お よ び 担 当 者 作 成 プ リ ン ト

を 用 い て ， 復 習 に 努 め て ほ し い 。  

                                           

 
 

注意事項  
 
 

特 に な し  

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

家 庭 学 習 に お い て 、 進 度 に 見 合 っ た 学 習 を 、 自 ら 教 科 書 、 問 題 演 習 プ リ ン ト を 使 っ て 行 う 。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 5年 度  ２  日 大  社 会  
日 大 進 学  

文 系 世 界 史 探 究  
4  

教科書  補助教材  

詳 説 世 界 史  山 川 出 版 社    

詳 説 世 界 史 10分 間 テ ス ト  山 川 出 版 社  

ニ ュ ー ス テ ー ジ 世 界 史 詳 覧  浜 島 書 店  

ゼ ミ ナ ー ル 世 界 史  浜 島 書 店      

 

年間指導目標  

高 校 １ 年 で 学 ん だ 歴 史 総 合 の 知 識 を 踏 ま え て 、 古 代 か ら 近 代 ま で の 世 界 史 を 学 習 し 、 高 校 ３ 年 で 学 習 す る 近 現 代 史 を

理 解 す る た め の 基 礎 知 識 を 養 成 す る 。 ま た 、 受 験 に 向 け 既 習 事 項 を 復 習 す る 。  

   

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 １ 章  文 明 の 成 立 と 古 代 文 明

の 特 質  

 

第 ２ 章  中 央 ユ ー ラ シ ア と 東 ア

ジ ア 世 界  

 

文 明 の 誕 生  

古 代 オ リ エ ン ト ・ 南 ア ジ ア 文 明  

中 国 ・ ア メ リ カ の 古 代 文 明  

中 央 ユ ー ラ シ ア 、 秦 ・ 漢 帝 国  

中 国 の 動 乱 と 変 容  

東 ア ジ ア 文 化 圏 の 形 成  

古代文明の特質や文明を比較したとき

の相違点・共通点を考え、理解する。  
また、文明のなりたちや発展がその後

の歴史にどのような影響を及ぼしてい

くかを考えていく。  

 
 

後半  
 
 

第 ３ 章  南 ア ジ ア 世 界 と 東 南 ア

ジ ア 世 界 の 展 開  

 

第 ４ 章  西 ア ジ ア と 地 中 海 周 辺

    の 国 家 形 成  

 

仏 教 の 成 立 、 南 ア ジ ア の 統 一 国

家  

東 南 ア ジ ア 世 界 の 展 開 と 形 成  

イ ラ ン 諸 国 家 の 文 明  

ギ リ シ ア ・ ロ ー マ の 世 界  

キ リ ス ト 教 の 成 立  

ギリシアのポリス世界、ローマ帝国に

よる地中海世界の統一が西洋史の出発

点となったことを理解する。  
歴史地図等を用いて地理的に把握す

る。  
 

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 ５ 章  イ ス ラ ー ム 教 の 成 立 と

ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の 形 成  

 

第 ６ 章  イ ス ラ ー ム 教 の 伝 播 と

西 ア ジ ア の 動 向  

 

ア ラ ブ の 大 征 服 と イ ス ラ ー ム 政

権 の 成 立  

ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の 形 成  

イ ス ラ ー ム 教 の 諸 地 域 へ の 伝 播  

西 ア ジ ア の 動 向  

ア ラ ブ 民 族 の 動 向 を 踏 ま え な が

ら 、 ヨ ー ロ ッ パ 全 体 が ど の よ う

な 歴 史 を た ど っ て い く か を 把 握

す る 。  

プ リ ン ト を 用 い て 、 イ ス ラ ー ム

史 を 概 観 さ せ る 。  

 
 

後半  
 
 

第 ７ 章  ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の 変 容

と 展 開  

 

 

 

第 ８ 章  東 ア ジ ア 世 界 の 展 開 と

モ ン ゴ ル 帝 国  

 

西 ヨ ー ロ ッ パ の 封 建 社 会 と 展 開  

東 ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の 展 開  

西 ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の 変 容  

西 ヨ ー ロ ッ パ の 中 世 文 化  

 

ア ジ ア 諸 地 域 の 自 立 化 と 宋  

モ ン ゴ ル の 大 帝 国  

ゲ ル マ ン 人 の 大 移 動 が 中 世 ヨ ー

ロ ッ パ を 創 始 し た こ と を ふ ま え

な が ら 、 封 建 社 会 の あ り よ う と

、 西 ヨ ー ロ ッ パ と 東 ヨ ー ロ ッ パ

の 世 界 を 比 較 し 、 地 理 的 な 視 点

か ら 考 察 す る 。  

モ ン ゴ ル 帝 国 に よ り ユ ー ラ シ ア

大 陸 が 一 体 と な る こ と を 理 解 す

る 。  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

第 ９ 章  大 交 易 ・ 大 交 流 の 時 代  

 

第 1 0章  ア ジ ア 諸 帝 国 の 繁 栄  

 

 

第 1 1章  近 世 ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の

動 向  

 

ア ジ ア 交 易 世 界 の 興 隆  

ヨ ー ロ ッ パ の 進 出 、 ア メ リ カ 大

陸 の 変 容  

オ ス マ ン 帝 国 ・ サ フ ァ ヴ ィ ー 朝  

ム ガ ル 帝 国 ・ 清 代 の 中 国  

ル ネ サ ン ス 、 宗 教 改 革 、 主 権 国

家 体 制 の 成 立 、 西 欧 の 台 頭  

大 航 海 時 代 （ 経 済 ・ 社 会 面 ） ・

ル ネ サ ン ス （ 文 化 面 ） ・ 宗 教 改

革 （ 宗 教 面 ） が 近 代 ヨ ー ロ ッ パ

始 ま り と な っ た こ と を 理 解 さ せ

る 。 近 代 ヨ ー ロ ッ パ の 主 権 国 家

体 制 が 今 日 の 国 際 関 係 の 端 緒 を

形 成 し て い く 課 程 を 概 観 さ せ る  

西 洋 史 中 心 の 見 方 に と ら わ れ な

い よ う に 注 意 す る 。  

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験 に よ る 。 小 テ ス ト ・ 課 題 プ リ ン ト ・ ノ ー ト 提 出 な ど を 平 常 点 に 加 味 す る こ と も あ る 。  

  

 
 

学習方法  
 
 

初 め て 学 ぶ こ と が 多 い と 思 わ れ る の で 、 授 業 後 の 復 習 が 大 切 で あ る 。 そ の 際 、 授 業 内 容 を 踏 ま え て 教

科 書 を 精 読 し 、 補 助 教 材 を 用 い て 問 題 演 習 を す る 。 で き な か っ た と こ ろ を 再 び 教 科 書 や ノ ー ト に 戻 っ

て 復 習 す る 。 こ れ を 繰 り 返 す こ と に よ り 知 識 の 定 着 を 図 っ て ほ し い 。    

 
 

注意事項  
 
 

近 代 に 関 し て は 西 洋 史 だ け で な く 、 明 ・ 清 代 の 中 国 史 及 び オ ス マ ン 帝 国 ・ ム ガ ル 帝 国 な ど の 東 洋 史 も

扱 う 。   

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

『 詳 説 世 界 史 10分 間 テ ス ト 』 の 既 習 の 範 囲 を ノ ー ト に や る 。    

 



年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  高 校 ２ 年  難 関 大  地 理 歴 史  日 本 史 探 求  ４  

教科書  補助教材  

『 詳 説  日 本 史 』 山 川 出 版 社  
帝 国 書 院 『 図 説  日 本 史 通 覧 』 ，  山 川 出 版 社 『 日 本 史 用 語 集 』 ，  

同 『 日 本 史 総 合 テ ス ト 』 ， 同 『 日 本 史 史 料 集 』    

 

年間指導目標  

２ 年 間 で 日 本 の 全 史 を 学 ぶ 。 他 大 学 受 験 を 念 頭 に 置 き ， 入 試 に 十 分 に 対 応 で き る 学 力 の 育 成 を め ざ す 。    

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

 

第 １ 部  原 始 ・ 古 代  

 第 １ 章  日 本 文 化の あ けぼ の  

 第 ２ 章  古 墳 と ヤマ ト 政権  

第 ３ 章  律 令 国 家 の形 成  

文 化 の は じ ま り  

農 耕 社 会 の 成 立  

古 墳 文 化 の 展 開  

飛 鳥 の 朝 廷  

律 令 国 家 へ の 道  

 

 

・ 人 類 文 化 の 発 生 を 考 え ， 日 本 列 島 に お

け る 旧 石 器 文 化 ・ 縄 文 文 化 の 時 代 の 社 会

を 理 解 す る 。  

・ 大 陸 か ら 伝 搬 し た 稲 作 文 化 の 特 色 を 理

解 し ， 弥 生 文 化 の 形 成 を 考 察 す る 。  

・ ヤ マ ト 政 権 に よ る 国 家 形 成 の 過 程 を 東

ア ジ ア 世 界 と の 関 係 を 踏 ま え て 考 察 す る

。  

・ 律 令 国 家 の 形 成 過 程 と そ の 完 成 を ， 律

令 体 制 を 多 面 的 に と ら え 考 察 す る 。  

 
 

後半  
 
 

 

 第 ３ 章  律 令 国 家の 形 成  

 第 ４ 章  貴 族 政 治の 展 開  

 

 

 

平 城 京 の 時 代  

律 令 国 家 の 文 化  

律 令 国 家 の 変 容  

摂 関 政 治  

国 風 文 化  

地 方 政 治 の 展 開 と 武士  

 

・ 平 安 初 期 の 古 代 国 家 を ， 律 令 体 制 の 変

容 と 摂 関 政 治 と あ わ せ て 理 解 す る 。  

・ 地 方 統 治 体 制 の 崩 れ へ の 対 応 が ， 公 領

支 配 の 変 質 と 荘 園 の 拡 大 を も た ら し た 過

程 を 考 察 す る 。  

・ 院 政 期 前 後 の 土 地 支 配 形 態 を 踏 ま え て

， 院 政 期  

の 政 治 ・ 経 済 ・ 社 会 ・ 文 化 を 理 解 す る 。  

・ 鎌 倉 幕 府 の 成 長 の 過 程 を 考 察 す る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

 

第 ２ 部  中 世  

 第 ５ 章  院 政 と 武士 の 躍進  

 第 ６ 章  武 家 政 権の 成 立  

院 政 の 始 ま り  

院 政 と 平 氏 政 権  

鎌 倉 幕 府 の 成 立  

武 士 の 社 会  

モ ン ゴ ル 襲 来 と 幕 府の 衰 退  

 

・ 武 士 の 生 活 と 地 方 支 配 を 通 じ て ， 土 地

に 対 す る 実  

質 的 な 支 配 権 を 地 頭 が 掌 握 し た 過 程 を 理

解 す る 。  

・ 蒙 古 襲 来 に よ る 政 治 ・ 経 済 ・ 社 会 へ の

影 響 が 幕 府 衰 退 の 一 因 と な っ た こ と を 理

解 す る 。  

・ 南 北 朝 動 乱 か ら 室 町 幕 府 の 成 立 と 安 定

に つ い て ， あ わ せ て 庶 民 が 台 頭 し た 点 を

考 察 す る 。  

 
 

後半  
 
 

  

第 ６ 章  武 家 政 権 の成 立  

第 ７ 章  武 家 社 会 の成 長  

 

 

 

鎌 倉 文 化  

室 町 幕 府 の 成 立  

幕 府 の 衰 退 と 庶 民 の台 頭  

室 町 文 化  

戦 国 大 名 の 登 場  

 

・ 武 家 ・ 公 家 両 文 化 ， 及 び 大 陸 文 化 と 伝

統 文 化 の か か わ り に つ い て 理 解 す る 。  

・ 応 仁 の 乱 以 降 ， 地 方 権 力 と し て 登 場 し

た 戦 国 大 名 に つ い て ， そ の 地 理 的 条 件 と

関 連 さ せ て 理 解 す る 。  

 

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

第 ３ 部  近 世  

 第 ８ 章  近 世 の 幕開 け  

第 ９ 章  幕 藩 体 制 の成 立 と展 開  

 

織 豊 政 権  

桃 山 文 化  

幕 藩 体 制 の 成 立  

幕 藩 社 会 の 構 造  

幕 政 の 安 定  

経 済 の 発 展  

元 禄 文 化  

・ ヨ ー ロ ッ パ 人 の 東 ア ジ ア へ の 進 出 と そ

の 影 響 を 考 察 す る 。  

・ 徳 川 氏 に よ る 幕 府 設 立 及 び 幕 藩 体 制 確

立 の 過 程 を 理 解 す る 。  

・ 江 戸 幕 府 の 安 定 期 に つ い て ， 「 平 和 と

秩 序 」 の 確 立 の 視 点 で 考 察 す る 。  

・ 幕 藩 体 制 安 定 期 の 農 業 ・ 商 工 業 の 発 展

に つ い て ， 相 互 関 連 や 社 会 的 役 割 を 踏 ま

え 考 察 す る 。  

・ 町 人 文 化 の 形 成 を ， 町 人 の 社 会 的 台 頭

と 関 連 さ せ て 理 解 す る 。  

 

 
評価方法  

定 期 試 験 と 小 テ ス ト を も と に 総 合 的 に 評 価 す る 。  

 
 

学習方法  
 
 

近 年 ， 多 く の 大 学 の 入 試 問 題 は ， 日 本 史 に お い て も 難 問 ・ 奇 問 が 減 り ， 各 時 代 の 総 合 的 な 理 解 が で き

て い る か ， 政 治 や 社 会 等 ， 各 分 野 の 歴 史 的 な 変 遷 が 把 握 で き て い る か を 問 う も の が 主 流 と な っ て い る

。 し た が っ て ， 教 科 書 を 用 い て 予 習 を 行 な い ， 疑 問 に 思 う 個 所 を 明 ら か に し て 授 業 に 臨 む こ と が 要 求

さ れ る 。 授 業 は ， 歴 史 の 流 れ を 把 握 す る こ と に 主 眼 を 置 く 。 そ の た め に 必 要 な 重 要 事 項 を 効 率 よ く 整

理 し ， 提 供 す る こ と を 心 が け る つ も り で あ る 。 授 業 後 ， 補 助 教 材 を 使 っ て ， 実 戦 的 な 課 題 を 出 す 。

   

 
 

注意事項  
 
 

歴 史 を 学 ぶ 上 で 何 よ り 大 切 な の は ， 歴 史 の 流 れ を 「 大 き く つ か ん で ， 細 か く 押 さ え る 」 こ と で あ る 。

や み く も に 歴 史 用 語 を 暗 記 す る の で は な く ， 歴 史 事 象 の 因 果 関 係 あ る い は 変 化 を ， 常 に 意 識 し て 学 習

す る 態 度 が 必 要 と さ れ る 。 授 業 で ， 「 流 れ 」 を つ か み ， 復 習 の た め の 課 題 演 習 を 通 じ て ， 重 要 事 項 の

定 着 を は か っ て ほ し い 。    

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

補 助 教 材 の 該 当 箇 所 を 適 宜 指 示 す る 。  



 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  高 校 ３ 年  日 大  地 歴  日 本 史 Ｂ  ４  

教科書  補助教材  

山 川 出 版 社 『 詳 説  日 本 史 Ｂ 』   

帝 国 書 院  『 図 説  日 本 史 通 覧 』 ， 山 川 出 版 社  『 改 訂 版  日 本 史 Ｂ 用 語 集 』

，  同 『 詳 説 日 本 史 1 0分 間 テ ス ト 』 ， 浜 島 書 店 『 要 点 整 理  ゼ ミ ナ ー ル 日 本 史  

， 担 当 者 作 成 プ リ ン ト    

 

年間指導目標  

 

「 日 本 大 学 基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト 」 に 十 分 対 応 で き る 学 力 の 育 成 を 行 う と と も に ,高 校 2年 次 か ら の 日 本 史 学 習 の 仕 上

げ を 目 標 と す る 。  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 ３ 部  近  世  

 第 ７ 章  幕 藩 体 制 の 展 開  

 

幕 政 の 安 定  

経 済 の 発 展  

元 禄 文 化  

 

・ 農 村 ・ 都 市 の 変 容 に よ り 幕 藩

体 制 が 動 揺 し ， 幕 府 や 諸 藩 が 実

施 し た 改 革 の 意 義 と 影 響 を 考 察

す る 。  

・ 欧 米 諸 国 の ア ジ ア 進 出 と そ れ

に 対 す る 幕 府 の 対 応 を 考 察 し ，

幕 府 が 衰 退 に 向 か う 過 程 を 理 解

す る 。  

・ 洋 学 や 国 学 ， 新 た な 展 開 を 見

せ る 文 学 ・ 芸 能 ・ 美 術 を 社 会 の

変 容 と 関 連 付 け て 考 察 す る 。  

 
 

後半  
 
 

 第 ８ 章  幕 藩 体 制 の 動 揺  幕 政 の 改 革  

宝 暦 ・ 天 明 期 の 文 化  

幕 府 の 衰 退 と 近 代 へ の 道  

化 政 文 化  

・ 農 村 ・ 都 市 の 変 容 に よ り 幕 藩

体 制 が 動 揺 し ， 幕 府 や 諸 藩 が 実

施 し た 改 革 の 意 義 と 影 響 を 考 察

す る 。  

・ 欧 米 諸 国 の ア ジ ア 進 出 と そ れ

に 対 す る 幕 府 の 対 応 を 考 察 し ，

幕 府 が 衰 退 に 向 か う 過 程 を 理 解

す る 。  

・ 洋 学 や 国 学 ， 新 た な 展 開 を 見

せ る 文 学 ・ 芸 能 ・ 美 術 を 社 会 の

変 容 と 関 連 付 け て 考 察 す る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

入 試 問 題 演 習  

 第 ９ 章  近 代 国 家 の 成 立  

基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト 対 策  

開 国 と 幕 末 の 動 乱  

 

・ 開 国 ま で の 経 緯 を ， 日 本 を 国

際 社 会 に 組 み 込 む に い た っ た 国

際 環 境 の 変 化 に 留 意 さ せ 理 解 す

る 。  

 
 

後半  
 
 

 明 治 維 新 と 富 国 強 兵  

立 憲 国 家 の 成 立 と 日 清 戦 争  

・ 明 治 政 府 の 諸 制 度 の 改 革 や 富

国 強 兵 ・ 殖 産 興 業 政 策 を 通 じ て

， 国 家 的 統 一 過 程 を 理 解 す る 。  

・ 政 府 に よ る 強 力 な 中 央 集 権 体

制 の 推 進 と ， 自 由 民 権 運 動 へ の

対 応 の 中 で ， 近 代 国 家 の 基 盤 が

形 成 さ れ る 過 程 を 理 解 す る 。  

・ 不 平 等 条 約 の 改 正 お よ び 東 ア

ジ ア へ の 進 出 に よ っ て ， 欧 米 列

強 と 肩 を 並 べ て い く 過 程 を ， 諸

外 国 の  

動 向 と 関 連 付 け て 考 察 す る 。  

 
３学期  

 

    

 

 
 

評価方法  
 

定 期 試 験 ・ 小 テ ス ト ･課 題 プ リ ン ト に 平 常 点 を 加 え 、 評 価 す る 。    

 
 

学習方法  
 
 

担 当 者 の 指 示 に し た が っ て ， 教 科 書 の 該 当 箇 所 を 予 習 す る 。 基 本 事 項 の 確 認 に つ い て は ， 用 語 集 ・ 史

料 集 ・ 参 考 書 等 を 活 用 す る 。 授 業 で は ， 歴 史 的 事 象 の 時 代 背 景 ・ 相 互 関 連 を 含 め 解 説 す る の で ， 問 題

集 を 使 っ て 復 習 に 努 め て く だ さ い 。                              

                

 
注意事項  

 

特 に な し    

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

担 当 者 作 成 の 問 題 演 習 プ リ ン ト を 行 う 。    

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  高 校 ３ 年  日 大  地 歴  日 本 史 演 習  ３  

教科書  補助教材  

山 川 出 版 社  『 詳 説  日 本 史 Ｂ 』   
担 当 者 作 成 プ リ ン ト ， 浜 島 書 店  『 要 点 整 理  ゼ ミ ナ ー ル  日 本 史 』 ， 帝 国 書

院 『 図 説  日 本 史 通 覧 』    

 

年間指導目標  

日 本 大 学 基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト に 対 応 で き る 学 力 の 養 成 を め ざ す 。 従 っ て ， 演 習 の 範 囲 は 古 代 か ら 江 戸 時 代 終 了 （ 幕

末 を 除 く ） ま で を ま ず 第 一 と す る 。 日 本 大 学 基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト 終 了 後 は 近 現 代 期 の 問 題 演 習 を 行 う 。   

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

古 代 ～ 中 世 （ 鎌 倉 時 代 前 半 ）  日 本 文 化 の あ け ぼ の  

律 令 国 家 の 形 成  

貴 族 政 治 と 国 風 文 化  

中 世 社 会 の 成 長 （ ３ 武 士 の 社 会

ま で ）  

（ 『 ゼ ミ ナ ー ル 日 本 史 』 １ ～ １

１ ）  

問 題 演 習 を 通 じ て 知 識 の 確 認 と

習 得 お よ び 実 践 力 の 養 成 を 主 眼

と す る 。  

 
 

後半  
 
 

中 世 （ 鎌 倉 時 代 後 半 ） ～ 近 世  中 世 社 会 の 成 長 （ ４ 蒙 古 襲 来 か

ら ）  

武 家 社 会 の 成 長  

幕 藩 体 制 の 確 立  

幕 藩 体 制 の 展 開  

幕 藩 体 制 の 動 揺  

（ 『 ゼ ミ ナ ー ル 日 本 史 』 １ ２ ～

２ ５ ）  

問 題 演 習 を 通 じ て 知 識 の 確 認 と

習 得 お よ び 実 践 力 の 養 成 を 主 眼

と す る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

入 試 問 題 演 習  

 

到 達 度 テ ス ト 後   

近 現 代  

 

基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト 対 策  

 

 

近 代 国 家 の 成 立  

(『 ゼ ミ ナ ー ル 日 本 史 』 ２ ６ ～ ２

８ )  

問 題 演 習 を 通 じ て 知 識 の 確 認 と

習 得 お よ び 実 践 力 の 養 成 を 主 眼

と す る 。  

 
 

後半  
 
 

近 現 代  近 代 国 家 の 成 立  

(『 ゼ ミ ナ ー ル 日 本 史 』 ２ ９ ～ ３

３ )  

問 題 演 習 を 通 じ て 知 識 の 確 認 と

習 得 お よ び 実 践 力 の 養 成 を 主 眼

と す る 。  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

   

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験 ・ 課 題 プ リ ン ト ・ ノ ー ト に 平 常 点 を 加 え ， 評 価 す る 。    

 
 

学習方法  
 
 

授 業 で は ,補 助 教 材 『 要 点 整 理  ゼ ミ ナ ー ル  日 本 史 』 を 使 っ て 学 習 す る 。 ま た 、 放 課 後 補 講 ・ 夏 期 講

習 を 適 宜 行 う 。    

 
 

注意事項  
 
 

自 分 で も 教 科 書 等 で 調 べ た こ と な ど を 適 宜 補 足 し て 勉 強 す る こ と 。    

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

補 助 教 材 『 要 点 整 理  ゼ ミ ナ ー ル  日 本 史 』 （ 浜 島 書 店 ） の 該 当 箇 所 を 適 宜 指 示 。    

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  ３  日 大  社 会  
日 大 進 学  

文 系 世 界 史 B 
４  

教科書  補助教材  

詳 説 世 界 史  山 川 出 版 社    
詳 説 世 界 史 1 0分 間 テ ス ト  山 川 出 版 社 /ニ ュ ー ス テ ー ジ 世 界 史 詳 覧  浜 島 書 店

詳 説 世 界 史 ス タ ン ダ ー ド テ ス ト  山 川 出 版 社  

 

年間指導目標  

基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト で ７ 割 得 点 す る こ と を 目 標 に ， 教 科 書 を 中 心 に 世 界 史 の 基 本 事 項 を 習 得 す る 。 そ の 際 ， 細 か な

事 項 に と ら わ れ る こ と な く ， 歴 史 の 流 れ を 把 握 す る こ と に 重 点 を 置 く 。      

  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 1 0章  近 代 ヨ ー ロ ッ パ ・  

     ア メ リ カ 世 界 の 成 立  

１  産 業 革 命  

２  ア メ リ カ 独 立 革 命  

３  フ ラ ン ス 革 命 と ナ ポ レ オ ン  

 

産業革命以降の近現代史を扱う。前近

代の歴史についても、適宜復習する時

間を設ける。  

 
 

後半  
 
 

第 1 1章  欧 米 に お け る  

近 代 国 民 国 家 の 発 展  

  

ウ ィ ー ン 体 制 、 ヨ ー ロ ッ パ の 再

編  

ア メ リ カ 合 衆 国 の 発 展  

近 現 代 史 は 諸 国 間 の 関 係 が 複 雑

に か ら み あ う た め 、 年 表 を 常 に

傍 ら に 置 き 、 10年 間 隔 で 歴 史  

事 項 を 整 理 ・ 理 解 す る よ う 努 め

る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

入 試 問 題 演 習  

第 1 2章  ア ジ ア 諸 地 域 の 動 揺  

基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト 対 策  

オ ス マ ン 帝 国 の 動 揺 と ア ラ ブ の

め ざ め  

南 ア ジ ア ・ 東 南 ア ジ ア の 植 民 地

化  

東 ア ジ ア の 激 動  

客 観 問 題 、 記 述 問 題 、 論 述 問 題

地 図 問 題 な ど 、 出 題 形 式 に 応 じ

た 対 策 ・ 指 導 を 心 が け る 。  

各 国 史 、 テ ー マ 史 、 同 時 代 史 、

文 化 史 な ど 発 展 的 学 習 に も 取 り

組 ま せ る 。  

 
 

後半  
 
 

第 1 3章  帝 国 主 義 と ア ジ ア の 民

族 運 動  

 

 

第 1 4章  二 つ の 世 界 大 戦  

 

 

 

 

 

第 1 5章  冷 戦 と 第 三 世 界 の 自 立  

 

第 1 6章  現 代 の 世 界  

帝 国 主 義 と 列 強 の 展 開  

世 界 分 割 と 列 強 対 立  

ア ジ ア 諸 国 の 改 革 と 民 族 運 動  

第 一 次 世 界 大 戦 と ロ シ ア 革 命  

ヴ ェ ル サ イ ユ 体 制 下 の 欧 米 諸 国  

ア ジ ア ・ ア フ リ カ 民 族 主 義 の 進

展  

世 界 恐 慌 と フ ァ シ ズ ム 諸 国 の 侵

略  

第 二 次 世 界 大 戦  

東 西 対 立 の 始 ま り と ア ジ ア 諸 国

の 自 立  

冷 戦 構 造 と 日 本 ・ ヨ ー ロ ッ パ の

復 興  

第 三 世 界 の 自 立 と 危 機  

米 ・ ソ 両 大 国 の 動 揺 と 国 際 経 済

の 危 機  

冷 戦 の 解 消 と 世 界 の 多 極 化  

社 会 主 義 世 界 の 解 体 と 変 容  

第 三 世 界 の 多 元 化 と 地 域 紛 争  

自 由 主 義 、 国 民 主 義 、 社 会 主 義

帝 国 主 義 、  

フ ァ シ ズ ム な ど の 思 想 ・ 潮 流 に

着 目 し 、 各 国 の 歴 史 に 与 え た 影

響 を 理 解 す る 。  

 

 

 

 

 

戦 後 の 各 国 の 歩 み を 、 冷 戦 構 造

を 踏 ま え て 理 解 す る 。  

冷 戦 後 の 国 際 関 係 を 整 理 す る 。

そ の 際 、 現 在 進 行 中 の 国 際 問 題

を 事 例 と し て あ げ る な ど 、 現 在

の 出 来 事 に 関 連 さ せ る よ う に 工

夫 す る 。  

 
 

３学期  
 

 

 
 
 
 

 

卒 業 前 教 育  

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験 に よ る 。 小 テ ス ト ・ 課 題 プ リ ン ト ・ ノ ー ト 提 出 な ど を 平 常 点 に 加 味 す る こ と も あ る 。  

  

 
 

学習方法  
 
 

授 業 時 に 適 宜 指 示 す る 。      

 
 

注意事項  
 
 

授 業 内 で 適 宜 ， 文 化 史 ・ テ ー マ 史 な ど も 扱 っ て い く 。     

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

補 助 教 材 の 問 題 集 を 用 い て ， 既 習 事 項 を 復 習 す る 。      

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  ３  日 大  社 会  
日 大 進 学  

文 系 世 界 史 演 習  
３  

教科書  補助教材  

詳 説 世 界 史  山 川 出 版 社    
詳 説 世 界 史 10分 間 テ ス ト  山 川 出 版 社 /ニ ュ ー ス テ ー ジ 世 界 史 詳 覧  浜 島 書 店  

要 点 整 理 ゼ ミ ナ ー ル 世 界 史  浜 島 書 店  

 

年間指導目標  

基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト で ７ 割 得 点 す る こ と を 目 標 と す る 。 高 校 １ ・ ２ 年 で 学 ん だ 内 容 を 復 習 し 、 問 題 演 習 を 通 じ て 受

験 レ ベ ル の 実 践 力 を 養 成 す る 。          

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

序 章  先 史 の 世 界  

第 １ 章  オ リ エ ン ト と 地 中 海 世 界  

第 ２ 章  ア ジ ア ・ ア メ リ カ の 古 代

文 明  

第 ３ 章  内 陸 ア ジ ア 世 界 ・ 東 ア ジ

ア 世 界 の 形 成  

第 ４ 章  イ ス ラ ー ム 世 界 の 形 成 と

展 開  

第 ５ 章  ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の 形 成 と

展 開  

先 史 時 代  

オ リ エ ン ト 、 ギ リ シ ア 、 ロ ー マ

古 代 イ ラ ン  

イ ン ド 、 東 南 ア ジ ア 、 中 国 文 明

南 北 ア メ リ カ 文 明  

魏 晋 南 北 朝 、 隋 ・ 唐 、 五 代 十 国  

イ ス ラ ー ム 史  

中 世 ヨ ー ロ ッ パ 史  

（ 『 ゼ ミ ナ ー ル 世 界 史 』  

１ ～ １ ８ ）  

授業をペースメイカーにして、高１・

高２の既習事項を復習させる。  

 
 

後半  
 
 

第 ６ 章  内 陸 ア ジ ア 世 界 ・ 東 ア ジ

ア 世 界 の 展 開  

第 ７ 章  ア ジ ア 諸 地 域 の 繁 栄  

第 ８ 章  近 世 ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の 形

成  

第 ９ 章  近 世 ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の 展

開  

第 1 0章  近 代 ヨ ー ロ ッ パ ・ ア メ リ

カ 世 界 の 成 立  

第 1 1章  欧 米 に お け る  

近 代 国 民 国 家 の 発 展  

 

ウ ィ ー ン 体 制 、 ヨ ー ロ ッ パ の 再

編  

ア メ リ カ 合 衆 国 の 発 展  

補 充 問 題 プ リ ン ト を 用 い る な ど ､

個 々 人 の 苦 手 分 野 克 服 の た め の

課 題 を 課 し ､早 期 に 知 識 の 穴 を  

埋 め さ せ る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 

 

 
 

前半  
 
 
 

後半  

過 去 問 演 習  

 

近 現 代 史  

 

基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト 対 策  

 

1 9世 紀 末 ～ 20世 紀 の 世 界 史  

基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト ま で  

 

１ ０ 月 以 降  

DVD「 映 像 の 世 紀 」 を 使 用  

 
 

３学期  
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験 に よ る 。 授 業 中 の 取 り 組 み を も と に 平 常 点 を 加 味 す る 。    

 
 

学習方法  
 
 

授 業 時 に 適 宜 指 示 す る 。      

 
 

注意事項  
 
 

授 業 内 で 適 宜 ， 文 化 史 ・ テ ー マ 史 な ど も 扱 っ て い く 。     

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

補 助 教 材 の 問 題 集 を 用 い て ， 既 習 事 項 を 復 習 す る 。      

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  高 校 ３ 年  日 大 進 学  公 民  政 治 経 済  ４  

教科書  補助教材  

実 教 出 版  『 高 校  政 治 ・ 経 済 』  
と う ほ う  『 ウ ィ ニ ン グ コ ン パ ス  倫 理 ・ 政 経 ／ 現 代 社 会 の 整 理 と 演 習 』  

実 教 出 版 社  『 新 政 治 ・ 経 済 資 料 』 、 清 水 書 院  『 用 語 集  政 治 経 済 』  

 

年間指導目標  

 

基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト で 標 準 化 得 点 60点 平 均 を 目 標 に 、 「 共 通 テ ス ト 」 や 「 基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト 」 等 の 過 去 問 を 活

用 し 、 得 点 力 を 身 に 付 け ら れ る よ う な 授 業 展 開 に す る 。  

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 ２ 章  現 代 経 済 の し く み  

 

 

第 ３ 章  現 代 経 済 と 福 祉 の 向 上  

第 ４ 章  世 界 経 済 と 日 本  

 

 

 

 

企 業 と 市 場 機 構  

国 民 所 得  

財 政 と 金 融  

戦 前 ・ 戦 後 の 経 済 史  

産 業 構 造 の 変 化  

消 費 者 の 保 護  

労 働 問 題  

社 会 保 障 制 度  

国 際 通 貨 制 度  

国 際 経 済 の 展 開  

・ 国 民 経 済 の 内 容 を 把 握 す る 。  

・ 修 正 資 本 主 義 に お け る 積 極 的 な

財 政 ・ 金 融 政 策 の 内 容 と 問 題 点 を

理 解 す る 。  

・ 経 済 構 造 の 変 化 と 国 民 生 活 の 変

容 を 考 察 す る 。  

 

 

 

・ 国 際 経 済 体 制 の あ り 方 を 平 和 維

持 と 関 連 さ せ て 考 察 す る 。  

 
 

後半  
 
 

政 治 分 野 ・ 経 済 分 野 重 要 事 項 の  

学 習 及 び 問 題 の 演 習  

 

要 点 の ま と め  

日 本 大 学 統 一 テ ス ト 過 去 問 題  

セ ン タ ー 試 験 過 去 問 題  

・ 基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト 及 び 他 大

学 入 試 な ど に 向 け た 学 習 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

政 治 分 野 ・ 経 済 分 野 重 要 事 項 の  

学 習 及 び 問 題 の 演 習  

要 点 の ま と め  

日 本 大 学 統 一 テ ス ト 過 去 問 題  

セ ン タ ー 試 験 過 去 問 題  

・ 基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト 及 び 他 大

学 入 試 な ど に 向 け た 学 習 。  

 
 

後半  
 
 

演 習  学 年 末 テ ス ト に 向 け て の 総 復 習  総 復 習  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

現 時 点 で は 未 定    

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験 及 び 単 元 テ ス ト ・ 課 題 の 提 出 状 況 で 評 価 し ま す 。    

 
 

学習方法  
 
 

教 科 書 ・ 資 料 集 ・ 用 語 集 で 基 本 事 項 の 理 解 に 努 め ， 演 習 に よ り 広 範 な 知 識 の 定 着 を は か る 。  

  

 
 

注意事項  
 
 

難 解 な 内 容 が 多 く 見 受 け ら れ ま す が ， 学 習 し た 単 元 を 一 つ 一 つ 確 実 に 身 に つ け る 地 道 な 努 力 を 期 待 し

ま す 。    

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

適 宜 指 示 す る 。    

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  高 校 ３ 年  日 大 進 学  公 民  
政 治 経 済 演 習  

（ 倫 理 ）  
３  

教科書  補助教材  

実 教 出 版  『 高 校  倫 理 』  
浜 島 書 店  『 最 新 図 説  倫 理 』 、 と う ほ う  『 ウ ィ ニ ン グ コ ン パ ス  倫 理 ・ 政 経

／  現 代 社 会  の 整 理 と 演 習 』 、 清 水 書 院 『 用 語 集  倫 理 』  

 

年間指導目標  

 

基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト で 標 準 化 得 点 60点 平 均 を 目 標 に 、 「 セ ン タ ー 試 験 」 や 「 日 大 統 一 テ ス ト 」 等 の 過 去 問 を 活 用 し

、 演 習 に 力 点 を 置 い た 授 業 展 開 に す る   

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 ４ 節  近 世 日 本 の 思 想 （ ２ ）  

 

 

 

 

 

第 ５ 節  西 洋 思 想 の 受 容 と 展 開  

 

 

 

 

１  民 衆 の 思 想  

 

２  国 学 の 形 成  

 

３  幕 末 の 思 想  

  

１  啓 蒙 思 想 と 自 由 民 権 思 想  

 

 ２  キ リ ス ト 教 の 受 容  

 

 ３  国 家 主 義 の 台 頭 と  

社 会 主 義 思 想  

 ４  近 代 的 自 我 の 確 立  

  

５  近 代 日 本 哲 学 の 成 立 と  

超 国 家 主 義  

 ６  多 様 な 文 化 と 共 生 の 課 題  

○朱子学に基づく江戸思想の多様な展

開を理解する。  

○古学から国学への展開と，国学によ

る自文化理解の特徴を学習する。  

○洋学の発展と西洋に対する「和魂洋

才」の態度について理解する。  

○福沢諭吉や中江兆民の思想とその軌

跡を学習する。  

○内村鑑三の思想形成を通して，日本

近代化の課題について考える。  

○国家主義や初期社会主義を通じて，

日本近代化について考える。  

○夏目漱石の文学や大正デモクラシー

の展開を学習する。  

○西田哲学や和辻倫理学の形成と，フ

ァシズムについて考える。  

○自文化理解を学習し，国際社会の中

の日本文化の可能性を考える。  

 
 

後半  
 
 

演 習  セ ン タ ー 試 験 や 統 一 テ ス ト の 過

去 問 、 用 語 集  

得 点 力 の 強 化 。  

基 礎 力 を 確 か な も の に し ､高 得 点

よ り 高 確 率 を 心 が け る ｡  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

演 習  セ ン タ ー 試 験 や 統 一 テ ス ト の 過

去 問 、 用 語 集  

得 点 力 の 強 化 。  

基 礎 力 を 確 か な も の に し ､安 定 し

た 得 点 率 を 目 指 す 。  

 
 

後半  
 
 

演 習  学 年 末 テ ス ト に 向 け て の 総 復 習  総 復 習  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

現 時 点 は 未 定    

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験  

 
 

学習方法  
 
 

過 去 問 題 を 数 多 く 解 く こ と に よ り 各 自 の 「 穴 」 を 見 つ け 、 そ の 部 分 を 復 習 ・ 強 化 し て い く 。  

  

 
 

注意事項  
 
 

漫 然 と 過 去 問 題 を 解 く と い う こ と に な ら な い よ う 、 時 間 を は か り 、 集 中 力 を 高 め つ つ 効 率 良 い 演 習 を

心 が け る 。  

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

演 習 問 題 を 解 き 、 そ の 解 説 を レ ポ ー ト に ま と め る 。    

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  高 ３  難 関 大 ク ラ ス  地 歴  日 本 史 Ｂ  ４  

教科書  補助教材  

『 詳 説  日 本 史  Ｂ 』 山 川 出 版 社  
担 当 者 作 成 プ リ ン ト， 帝 国書 院 『 図 説  日 本 史通 覧 』， 山 川 出 版 社 『 日 本史 Ｂ 用語 集 』 ， 同 『 日 本 史史 料 集』 ，  

同 『 復 習 と 演 習  日本 史 テス ト 』 ，   

 

年間指導目標  
 

高 校 2 年 次 か ら の 日本 史 学習 の 仕 上 げ を 目 標 とす る 。な お ， 他 大 学 受 験 を念 頭 に置 き ， 入 試 に 十 分 に対 応 でき る 学 力 の 育 成 を めざ す 。  

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

 第 ８ 章  幕 藩 体 制の 動 揺  

 

 

 

 

 
 第 ９ 章  近 代 国 家の 成 立  

 

 

幕 政 の 改 革  

宝 暦 ・ 天 明 期 の 文 化  

幕 府 の 衰 退 と 近 代 への 道  

化 政 文 化  

  

  

開 国 と 幕 末 の 動 乱  

明 治 維 新 と 富 国 強 兵  

 

 
 

・ 農 村 ・ 都 市 の 変 容に よ り幕 藩 体 制 が 動 揺

し ， 幕 府 や 諸 藩 が 実施 し た改 革 の 意 義 と 影 響

を 考  

察 す る 。  

・ 欧 米 諸 国 の ア ジ ア進 出 とそ れ に 対 す る 幕 府

の 対 応 を 考 察 し ， 幕府 が 衰退 に 向 か う 過 程 を

理  

解 す る 。  

・ 洋 学 や 国 学 ， 新 たな 展 開を 見 せ る 文 学 ・ 芸

能 ・ 美 術 を 社 会 の 変容 と 関連 付 け て 考 察 す

る 。  

・ 開 国 ま で の 経 緯 を， 日 本を 国 際 社 会 に 組 み

込  

む に い た っ た 国 際 環境 の 変化 に 留 意 さ せ 理 解

す る 。  

・ 明 治 政 府 の 諸 制 度の 改 革や 富 国 強 兵 ・ 殖 産

興  

業 を 通 じ て ， 国 家 的統 一 過程 を 理 解 す る 。  
 

 
 

後半  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 10 章  二 つ の世 界 大 戦と ア ジ ア  

 

立 憲 国 家 の 成 立 と 日清 戦 争  

日 露 戦 争 と 国 際 関 係  

 

 

 

 
近 代 産 業 の 発 展  

近 代 文 化 の 発 達  

 
第 一 次 世 界 大 戦 と 日本  

 

 
ワ シ ン ト ン 体 制  

 
市 民 文 化 の 変 容 と 大衆 文 化  

 
市 民 文 化 の 変 容 と 大衆 文 化  

 

・ 政 府 に よ る 強 力 な中 央 集権 体 制 の 推 進 と ， 自

由 民 運 動 へ の 対 応 の中 で ，近 代 国 家 の 基 盤 が 形  

成 さ れ る 過 程 を 理 解す る 。  

・ 不 平 等 条 約 の 改 正お よ び東 ア ジ ア へ の 進 出 に

よ っ て ， 欧 米 列 強 と肩 を 並べ て い く 過 程 を ， 諸  

外 国 の 動 の 動 向 と 関連 付 けて 考 察 す る 。  

・ 日 清 ・ 日 露 戦 争 前後 に かけ て 資 本 主 義 が 確 立

さ れ た 過 程 を ， 産 業革 命 や近 代 産 業 の 発 展 に 注

目 し て 考 察 す る 。  

・ 大 戦 前 後 の 政 治 動向 と 対外 政 策 の 推 移 に つ い

て ， 政 党 政 治 の 発 展や 日 本の 中 国 進 出 を 踏 ま え

て 考 察 す る 。  

・ 大 戦 後 ， 国 際 協 調体 制 の進 展 に い た る 国 際 環  

境 の 推 移 を 理 解 す る。  

・ 文 化 の 背 景 に ， 労働 者 や都 市 中 間 層 の 拡 大 に  

よ る 大 衆 社 会 の 成 立が あ った こ と を 理 解 す る 。  

・ 戦 後 恐 慌 か ら 昭 和恐 慌 にい た る 国 内 外 の 状 況  

況 に つ い て ， 政 治 経済 の 動揺 に 着 目 し 理 解 す る

。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

 

 

 
 

 

第 11章  占 領 下 の 日 本  

 

第 12 章  高 度 成長 の 時 代  

 

軍 部 の 台 頭  

 

 
第 二 次 世 界 大 戦  

 
占 領 と 改 革  

 
冷 戦 の 開 始 と 講 和  

５ ５ 年 体 制  

 

・ 対 外 政 策 の 推 移 を， 世 界情 勢 や 軍 部 の 政 治 的

進 出 の 拡 大 に よ る 政党 内 閣の 崩 壊 過 程 を 踏 ま え

て 考 察 す る 。  

・ 日 中 戦 争 の 勃 発 から 太 平洋 戦 争 に い た る 過 程

を ， 大 戦 と の 関 連 を意 識 しな が ら 考 察 す る 。  

・ 戦 後 の 世 界 秩 序 を踏 ま え， 占 領 政 策 及 び 戦 後

の 民 主 化 政 策 と そ れに 伴 う諸 政 策 を 理 解 す る  

・ 東 ア ジ ア 情 勢 の 変化 を 踏ま え ， 連 合 国 に よ る  

占 領 が 終 結 し ， 日 本が 独 立し た 意 味 を 考 え る 独

立 後 の 国 内 政 治 つ いて ， ５５ 年 体 制 の 成 立 か ら

安 定 し た 保 守 政 権 の成 立 にい た る ま で の 過 程 を

理 解 す る 。  

 
 

後半  
 
 

第 13章  激 動 す る 世 界 と日本  

 

 

 

 

 

 
  

 

通 史 終 了 後 問 題 演 習等  

経 済 復 興 か ら 高 度 成長 へ  

 

 
冷 戦 終 結 と 日 本 社 会の 動 揺  

 

・ 朝 鮮 特 需 に よ る 経済 復 興と そ の 後 の 高 度 経 済

成 長 に つ い て ， 経 済の 国 際化 と 国 内 の 技 術 革 新

な ど の 側 面 に 着 目 して 考 察す る 。  

・ 高 度 成 長 が 終 わ り， 保 守政 権 が 動 揺 す る 中 ，

国 際 情 勢 の 変 化 を 踏ま え て行 な っ た 国 内 の 政 治

対 策 に つ い て 考 察 する 。  

・ 冷 戦 体 制 の 終 結 とそ れ に関 わ る 国 内 状 況 に つ

い て ， 政 治 ・ 経 済 ・生 活 文化 の 面 を 踏 ま え て 考

察 す る 。  



 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験 を も と に 総合 的 に評 価 す る 。    

 

 
 

学習方法  
 
 

近 年 ， 多 く の 大 学 の入 試 問題 は ， 日 本 史 に お いて も 難問 ・ 奇 問 が 減 り ， 各時 代 の総 合 的 な 理 解 が で きて い るか ， 政 治 や 社 会 等 ，各 分 野の 歴 史 的 な

変 遷 が 把 握 で き て いる か を問 う も の が 主 流 と なっ て いる 。 し た が っ て ， 予習 を 行な い ， 疑 問 に 思 う 個所 を 明ら か に し て 授 業 に 臨む こ とが 要 求 さ れ

る 。 授 業 は ， 歴 史 の流 れ を把 握 す る こ と に 主 眼を 置 く。 そ の た め に 必 要 な重 要 事項 を 効 率 よ く 整 理 し， 提 供す る こ と を 心 が け るつ も りで あ る 。 授

業 後 ， 副 教 材 を 使 って ， 実戦 的 な 課 題 を 出 す 。  

 

 
 

注意事項  
 
 

歴 史 を 学 ぶ 上 で 何 よ り 大 切 な の は ， 歴 史 の 流 れ を 「 大 き く つ か ん で ， 細 か く 押 さ え る 」 こ と で あ る 。

や み く も に 歴 史 用 語 を 暗 記 す る の で は な く ， 歴 史 事 象 の 因 果 関 係 あ る い は 変 化 を ， 常 に 意 識 し て 学 習

す る 態 度 が 必 要 と さ れ る 。 授 業 で ， 「 流 れ 」 を つ か み ， 復 習 の た め の 課 題 演 習 を 通 じ て ， 重 要 事 項 の

定 着 を は か る よ う に 努 め て ほ し い 。  

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

補 助 教 材 の 該 当 箇 所 を 適 宜 指 示 す る 。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  高 ３  難 関 代 ク ラ ス  地 歴  日 本 史 演 習  ３  

教科書  補助教材  

『 詳 説  日 本 史  Ｂ 』 山 川 出 版 社  

帝 国 書 院 『 図 説  日本 史 通覧 』 ， 山 川 出 版 社 『日 本 史Ｂ 用 語 集 』 ， 同 『 日本 史 史料 集 』 ，  

同 『 復 習 と 演 習  日本 史 テス ト 』  

 

 

年間指導目標  
 

他 大 学 受 験 を 前 提 に日 本 史の 問 題 演 習 を 行 な う。 具 体的 に は セ ン タ ー 試 験， 難 関大 学 一 般 入 試 に 十 分対 応 でき る 力 を 養 う こ と が目 標 とな る 。  

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

●  原 始 ・ 古 代  

 

日 本 文 化 の あ け ぼ の  

律 令 国 家 の 形 成  

貴 族 政 治 と 国 風 文 化  

 

 

 
 

後半  
 
 

●  中 世  

  

中 世 社 会 の 成 立  

武 家 社 会 の 成 長  

 

 

・ セ ン タ ー 試 験 に 対応 す るた め ， 過 去 問 を 中 心

に 演 習 を 重 ね て 行 なう 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

●  近 世  

幕 藩 体 制 の 確 立 期  

 幕 藩 体 制 の 展 開 期  

 
● 近 代 ・ 現 代  

 明 治 国 家 の 成 立 期  

幕 藩 体 制 の 確 立  

幕 藩 体 制 の 展 開  

幕 藩 体 制 の 動 揺  

幕 府 の 衰 退  

近 代 国 家 の 成 立  

近 代 日 本 と ア ジ ア  

・ あ わ せ て ， 日 大 統一 テ スト の 過 去 問 も 適 宜 用

い て さ ま ざ ま な 出 題形 式 に慣 れ る 。  

 

・ 他 大 学 の 入 試 問 題で は ，分 野 別 テ ー マ 史 ， 通

史 も 多 く み ら れ る ので ， その 対 策 も 講 じ た い 。  

 

 
 

後半  
 
 

 明 治 国 家 の 発 展 期  

 明 治 国 家 の 崩 壊 期  

 
 戦 後 の 日 本 と 世 界   

 

恐 慌 の 時 代  

軍 部 の 台 頭  

日 中 戦 争 か ら 太 平 洋戦 争 へ  

占 領 と 日 本 の 民 主 化  

冷 戦 の 開 始 と 講 和  

55 年 体 制  

経 済 復 興 か ら 高 度 成長 へ  

経 済 大 国 へ の 道  

・ 図 表 ・ 史 料 ・ 統 計な ど を用 い た 出 題 も ， 適 宜

演 習 に 織 り 込 ん で いく 。  

 

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
   

 

  

 
 

 

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験 を 中 心 に 総合 的 に評 価 す る 。    

 

 
 

学習方法  
 
 

共 通 テ ス ト の 特 徴 は， 出 題範 囲 に 「 穴 」 が な いこ と であ る 。 各 時 代 を 偏 りな く ，丁 寧 に 学 習 す る こ とが 要 求さ れ る 。 教 科 書 冒 頭に 扱 われ る よ う な

「 コ ラ ム 」 （ 例 ： 「資 料 を読 む 」 「 資 料 に 触 れる 」 ）か ら も 出 題 さ れ る 。ま た ，出 題 形 式 も 正 誤 問 題か ら 年代 順 の 配 列 ま で 多 様で あ る。 詳 し く は

授 業 で 指 摘 ・ 指 示 する の で， 受 け 身 に な ら な いよ う に積 極 的 姿 勢 で 取 り 組ん で ほし い 。  

 

 
 

注意事項  
 
 

特 に な し 。  

 

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

補 助 教 材 を 使 っ て 学習 す る。 該 当 部 分 に つ い ては ， 適宜 指 示 す る 。  

 

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  ３  難 関 大  社 会  
日 大 進 学  

文 系 世 界 史 B 
４  

教科書  補助教材  

詳 説 世 界 史  山 川 出 版 社    
詳 説 世 界 史 1 0分 間 テ ス ト  山 川 出 版 社 /ニ ュ ー ス テ ー ジ 世 界 史 詳 覧  浜 島 書 店

詳 説 世 界 史 ス タ ン ダ ー ド テ ス ト  山 川 出 版 社  

 

年間指導目標  

早 慶 、 GMARCHな ど の 難 関 私 大 に 対 応 で き る 得 点 力 と 歴 史 的 思 考 力 の 養 成 。      

  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 1 0章  近 代 ヨ ー ロ ッ パ ・  

     ア メ リ カ 世 界 の 成 立  

第 1 1章  欧 米 に お け る  

近 代 国 民 国 家 の 発 展  

 

１  産 業 革 命  

２  ア メ リ カ 独 立 革 命  

３  フ ラ ン ス 革 命 と ナ ポ レ オ ン  

ウ ィ ー ン 体 制 、 ヨ ー ロ ッ パ の 再

編 、 ア メ リ カ 合 衆 国 の 発 展  

産業革命以降の近現代史を扱う。前近

代の歴史についても、適宜復習する時

間を設ける。近 現 代 史 は 諸 国 間 の

関 係 が 複 雑 に か ら み あ う た め 、

年 表 を 常 に 傍 ら に 置 き 、 10年 間

隔 で 歴 史  

事 項 を 整 理 ・ 理 解 す る よ う 努 め

る 。  
 
 

後半  
 
 

第 1 2章  ア ジ ア 諸 地 域 の 動 揺  

 

 

第 1 3章  帝 国 主 義 と ア ジ ア の 民

族 運 動  

 

 

オ ス マ ン 帝 国 の 動 揺 と ア ラ ブ の

め ざ め  南 ア ジ ア ・ 東 南 ア ジ ア

の 植 民 地 化  東 ア ジ ア の 激 動  

帝 国 主 義 と 列 強 の 展 開  

世 界 分 割 と 列 強 対 立  

ア ジ ア 諸 国 の 改 革 と 民 族 運 動  

第 一 次 世 界 大 戦 と ロ シ ア 革 命  

 

ロ シ ア の 南 下 政 策 に 絡 む 東 西 の

歴 史 、 特 に ア ジ ア 地 域 を 中 心 と

し て 歴 史 的 理 解 を 深 め て い く 。  

自 由 主 義 、 国 民 主 義 、 社 会 主 義

帝 国 主 義 、  

フ ァ シ ズ ム な ど の 思 想 ・ 潮 流 に

着 目 し 、 各 国 の 歴 史 に 与 え た 影

響 を 理 解 す る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

 

第 1 4章  二 つ の 世 界 大 戦  

 

 

 

 

 

第 1 5章  冷 戦 と 第 三 世 界 の 自 立  

 

第 1 6章  現 代 の 世 界  

世 界 恐 慌 と フ ァ シ ズ ム 諸 国 の 侵

略  

第 二 次 世 界 大 戦  

東 西 対 立 の 始 ま り と ア ジ ア 諸 国

の 自 立  

冷 戦 構 造 と 日 本 ・ ヨ ー ロ ッ パ の

復 興  

第 三 世 界 の 自 立 と 危 機  

米 ・ ソ 両 大 国 の 動 揺 と 国 際 経 済

の 危 機  

冷 戦 の 解 消 と 世 界 の 多 極 化  

社 会 主 義 世 界 の 解 体 と 変 容  

第 三 世 界 の 多 元 化 と 地 域 紛 争  

戦 後 の 各 国 の 歩 み を 、 冷 戦 構 造

を 踏 ま え て 理 解 す る 。  

冷 戦 後 の 国 際 関 係 を 整 理 す る 。

そ の 際 、 現 在 進 行 中 の 国 際 問 題

を 事 例 と し て あ げ る な ど 、 現 在

の 出 来 事 に 関 連 さ せ る よ う に 工

夫 す る 。  

 
 

後半  
 

単 元 別 演 習 ・ 地 域 史 ・ 総 合 問 題

演 習 ・ 入 試 問 題 演 習  

こ れ ま で の 学 習 内 容 を 踏 ま え て

、 単 元 毎 の 復 習 、 地 域 毎 の タ テ

の 歴 史 、 総 合 問 題 、 そ し て 入 試

問 題 演 習 へ と つ な げ て い く 。  

中 国 史 ・ 中 世 ヨ ー ロ ッ パ 史 と 近

現 代 史 な ど の 入 試 の 穴 と な る 単

元 を 重 点 的 に 復 習 し 、 地 域 史 （

特 に ア ジ ア ・ ヨ ー ロ ッ パ 史 ） を

中 心 に 復 習 を し て い く こ と で 、

重 層 的 な 理 解 が で き る よ う に な

る 。 総 合 問 題 で 解 法 の ポ イ ン ト

を 押 さ え 、 入 試 問 題 演 習 で 本 番

に 通 用 す る 得 点 力 を 養 成 す る 。  

（ 得 点 率 7割 目 標 ）  

 

 
 

３学期  
 

 

 個 別 対 応 （ 受 験 対 策 ）  

 

 
評価方法  

 

定 期 試 験 に よ る 。 小 テ ス ト ・ 課 題 プ リ ン ト ・ ノ ー ト 提 出 な ど を 平 常 点 に 加 味 す る こ と も あ る 。   

 
学習方法  

 

授 業 時 に 適 宜 指 示 す る 。  

 
注意事項  

 

授 業 内 で 適 宜 ， 文 化 史 ・ テ ー マ 史 な ど も 扱 っ て い く 。     

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

補 助 教 材 の 問 題 集 を 用 い て ， 既 習 事 項 を 復 習 す る 。      

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

令 和 ５ 年 度  ３  難 関 大  社 会  
難 関 大 進 学 文 系  

世 界 史 演 習  
３  

教科書  補助教材  

詳 説 世 界 史  山 川 出 版 社   
詳 説 世 界 史 10分 間 テ ス ト  山 川 出 版 社 /ニ ュ ー ス テ ー ジ 世 界 史 詳 覧  浜 島 書 店  

要 点 整 理 ゼ ミ ナ ー ル 世 界 史  浜 島 書 店  

 

年間指導目標  

 

早 慶 、 GMARCHな ど の 難 関 私 大 に 対 応 で き る 得 点 力 と 歴 史 的 思 考 力 の 養 成 。   

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

序 章 /第 １ 章  オ リ エ ン ト と 地 中

海 世 界 の 形 成 と 展 開  

第 ２ 章  南 ア ジ ア ・ 東 南 ア ジ ア

世 界 の 形 成  

第 ３ 章  東 ア ジ ア 世 界 の 形 成 （

１ ）  

第 ４ 章  内 陸 ア ジ ア 世 界 の 形 成

と 東 ア ジ ア 世 界 の 形 成 （ ２ ）  

第 ５ 章  近 代 以 前 の ア フ リ カ ・

ア メ リ カ ・ オ セ ア ニ ア  

第 ６ 章  イ ス ラ ー ム 世 界 の 形 成

と 展 開  

先 史 時 代 、 オ リ エ ン ト 、 ギ リ シ

ア 、 ロ ー マ 、 イ ラ ン  

イ ン ド 、 東 南 ア ジ ア  

中 国 史 （ 中 国 文 明 ～ 後 漢 ）  

内 陸 ア ジ ア 史 、 中 国 史 （ 魏 晋 南

北 朝 ～ 唐 ）  

ア フ リ カ 、 ア メ リ カ 、 オ セ ア ニ

ア  

イ ス ラ ー ム 史  

 

 

授 業 を ペ ー ス メ イ カ ー に し て 、

高 １ ・ 高 ２ の 既 習 事  

項 を 復 習 さ せ る 。  

 

補 充 問 題 プ リ ン ト を 用 い る な ど ､

個 々 人 の 苦 手 分  

野 克 服 の た め の 課 題 を 課 し ､早 期

に 知 識 の 穴 を  

埋 め さ せ る 。  

 

 

 

出 題 形 式 に 応 じ た 対 策 ・ 指 導 を

心 が け る 。  

 

 

 

各 国 史 、 テ ー マ 史 、 同 時 代 史 、

文 化 史 な ど 発 展 的  

学 習 に も 取 り 組 ま せ る 。  

 
 

後半  
 
 

第 ７ 章  ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の 形 成

と 発 展  

第 ８ 章  内 陸 ア ジ ア 世 界 と 東 ア

ジ ア 世 界 の 展 開  

第 ９ 章  ア ジ ア 諸 地 域 の 繁 栄  

第 1 0章  近 世 ヨ ー ロ ッ パ の 形 成

（ １ ）  

第 1 1章  近 世 ヨ ー ロ ッ パ の 形 成

（ ２ ）  

第 1 2章  近 世 ヨ ー ロ ッ パ ・ ア メ

リ カ 世 界 の 成 立  

中 世 ヨ ー ロ ッ パ 史  

中 国 史 （ 五 代 十 国 時 代 ～ 元 ）  

オ ス マ ン 帝 国 ､ム ガ ル 帝 国 、 明 ・

清  

大 航 海 時 代 、 ル ネ サ ン ス 、 宗 教

改 革  

近 世 ヨ ー ロ ッ パ 各 国 史  

米 独 立 革 命 、 仏 革 命 、 産 業 革 命  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

第 1 3章  欧 米 に お け る 近 代 国 民

国 家 の 発 展  

第 1 4章  ア ジ ア ・ ア フ リ カ 諸 地

域 の 動 揺  

第 1 5章  帝 国 主 義 の 時 代  

第 1 6章  第 一 次 世 界 大 戦 と 世 界

の 変 動  

第 1 7章  フ ァ シ ズ ム と 第 二 次 世

界 大 戦  

1 8世 紀 の 西 洋 史  

1 8世 紀 の 東 洋 史  

帝 国 主 義  

第 一 次 世 界 大 戦 、 ヴ ェ ル サ イ ユ

・ ワ シ ン ト ン 体 制  

世 界 恐 慌 以 降 の 戦 間 期 、 第 二 次

世 界 大 戦  

 
 

後半  
 
 

第 1 8章  冷 戦 の 時 代  

第 1 9章  冷 戦 の 終 結  

セ ン タ ー 試 験 過 去 問  

冷 戦  

冷 戦 後  

過 去 問 演 習  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

個 別 対 応 （ 受 験 対 策 ）  

 

 
 

評価方法  
 
 

定 期 試 験  小 ﾃｽﾄ  課 題 ﾌﾟﾘ ﾝ ﾄ等  

 
 

学習方法  
 
 

授 業 時 に 適 宜 指 示 す る 。  

 
 

注意事項  
 

特 に な し 。  

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

問 題 集 を 用 い て 、 既 習 事 項 を 復 習 す る 。  
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